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價
値
に
關
す
る
理
論
は
、
經
濟
學
說
史
上
^
於
て
？
古
よ
6
論
爭
の
絕
え
し
こ
ど
無
ぐ
、
今
日
^
至
る
迄
依
然
s 

し
て
定
說
の
存
在
し
得
なS

最
も
紛
靜
多
^
問

題

の一

つ

で

あ

る

。

此
.問

題
^
關
し
て
當
今
最
も
勢
カ
の
あ
る
學
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は
、
英
國
の
古
典
學
派
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を
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す
る
客
観
的
價
値
學
說VJ
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〇
：年
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ど
し
て
塊
太
利
の
諸
學
者
の
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^
依
つ
て
全
世
界
^
急
激
^
傳
播
せ
る
、

所
謂
る
燠
太
利
學
派
の
主
觀
的
價
値
學
說
t
で
あ
る
0
此
ニ
つ
の
學
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^
雖
も
夫
れ
-
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-に
全
然
其
說
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同
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ぅ

す

る

論

者
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成
立
つ
て
居
.る
の
で
は
無
く
、
同
じ
塊
太
利
學
派
に
屬
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る
人
'々

の
間
纪
在
つ
て
％

詳
細
な
る
點
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就
て
は
互
^
其
所
論
を
異
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し
で
居
る
の
で
あ
.る
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加
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に
此
兩
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の
5
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互
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自
說
を
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け
る
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相
手
を
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服
せ
し
め
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す
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な
る
の
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其
論
議
を
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^
せ
し
め
、
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値
の
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念
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明
瞭
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ら
し
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る
よ
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も
、
寧
ろ
之
が
理
解
を
困
雛
な
ら
し
め
た
か
の
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が
あ
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て、各學者が̂
れ
の
立
場
よ
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値
學
說
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す
る
文
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な
き
程
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離

文
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目

的

は

價

値

學

說

無

用

論

を

：代

表

す

名

：：一

:人
せ

：し.て
：
グ

ス

タ

ー

：フ
‘
力：

ッ
セ
ル
を
捉
ベ
來
だ
み
、
其
價 

辂
观
論
が
稹
極
的
方
面
に
於
て
果
し
：て(

價
値
論
な
ぐ
し
：て
：完
奈
^
說
明
'せ
ら
れ
得
る
や
幹
や
を
硏
究
す
る
ビ
同
時
5
 

:

消
極
的
方
面
に
於
.け
る
、
限
界
價
値
の
琎
論
^
對
す
る
其
批
判
せ
該
酒
論
無
用
_
の
論
»
ど
を
ば
、
爾
餘
の
限
界
價 

1K
理
論
の
批
判
者
の
意
見
g
比
較
し
つ
、
.ス
檢
討
せ
ん
を
す
る
も
の
.で
，あ
.る
：
。
，：
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此

^
主
.題
^
し
.て
特
に
カ
ッ
セ
声
の
學
說
：を
持
ち
來
た
つ
：た(

の
は
：、
：成
の
學
說
が
レ
ォ
ン
♦
ソV

ラ
メ
、
及
び
：グ
ィ 

ル
フ
レ
ッ
ド
.
•パ
'
レ

ー

ト

ー

の
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統

を

引
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，て

居

る

所

の

、

.價
格
平
衡
論
の
立
場
ょ
々
せ
る
：價
値
學
說
無
用
論
で
あ 

つ
て
、

'一
般
に
最
も
*

遍
的
な
る
無
用
論 

>

」

認
め
ら
れ
て
居
る
が
故
で
あ
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現
時
、
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に
於
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る
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著
名
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經
濟
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論
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二
人
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ハ
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ィ
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ツ
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が
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余
は
力
，ッ
：セ
ダ
の
意
見
^
全
く
賛
同
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る
も
の
で
あ
る』

1
ー
日
ひ

『

佘

は

次
^
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單
に
、
尙
ほ
論
ず
べ
&
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地
の
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多
殘
れ
る
生
產
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の
み
な
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ず
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す
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そ
れ
か
ら
、
價
値
學
說
無
用
論
ビ
關
聯
せ
し
む
る
目
的
を
以
て
、
此
^
限
界
效
用
學
派
の
價
値
論
を
持
ち
出
し
て 

來
た
理
坩
は
外

.で
も
な
ぃ

.'
該
派
0

學
說
が
：現
今

^

於
て
最
も
勢
カ
ぁ
る
现
論
の
：
1

つ
を
代
表
す
，る
も
の
ビ
し
て
い

之
k
對
す
る
賛
否
の

論
頗
る
喧
し
く
、
.其
論
爭
は
、
該
學
派
の
煩
鎖
な
る
價
値
の
說
明
ビ

相
俟
つ
て
、
價
値
學
說
拖 

用
論
を
生
む
に
至
つ
た
一
つ5

有
力
な
る
原
因w

考
へ
ら
る
、
か
ら
で
あ
る
。.
然
れ
ば
玆
R

、
限
界
效
用
學
苽
乂
對 

す
る
論
雛
の
ニ
、
三
を
明
に
す
る
乙
ど
は
"

該
學
派
の
爲
R

も
又
價
値
槪
念
の
明
哳
の
爲
に
も
決
し
て
無
弔
の
業
で 

は
無
い
で
あ
ら
ぅ
0

'
先

づ

此

に

本

文

の

最

初

益

て

、

カ
ッ
セ
ル
が
如
何
f

論
據
^

立
つ
て
、
價
値
論
な
さ
價
格
論
を
.說
明
す
る
か 

Jr
B

R
し
て
見
や
ぅ
。

カ
ッ
セ
ル
に
依
れ
ば
、
人
間
は
、
そ
れ
ぐ
獨
立
の
經
濟
主
體
ど
し
て
、
自
利
心
に
驅
ら
れ
て
經
濟
的
行
爲
を
爲 

す
。
彼
の
所
謂
る
交
換
經
濟
社
會v

j

は
斯
く
の
如
さ
經
濟
主
體
の
單
な
る
集
合
.體
を
指
す
も
の
で
あ
る
.。
此
.社
會
は 

先
ゥ
r

1
^

射
底
の
原
|1
1(

又
は
稀
少
の
原
則
丨
.2
1
1^*v

o
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t
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^

依
つ
て
支
配
さ
れ
て
居
る
、
即
ち 

吾
々
の
交
換
經
濟
社
會
k

於
て
あ
ら
ゆ
る
經
濟
財
は
、
吾
々
の
欲
望
に
比
し
て
稀
少
.で
あ
る
。
' 換
言
す
れ
ば
吾
々
の 

欲
望
は
、.

必
然
的
に
、
財
：貨
の
存
在
量
の
：拂
底
^
い
ふ
事
實
k

依
つ
て
一
定
の
程
度
^

制
限
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
の 

で

あ

る

.交
換
經
濟
社
會
?:
支
配
す
る
第
二
の
原
則
ど
し
て
、

カ
ッ
セ
ル
は
欲
望
滿
足
均
等
の
原
則
?:
擧
げ
る
。
之 

•

は
交
換
經
濟
社
.會
內
^

於
け
る
吾
々
の
經
濟
的
行
爲
の
準
則
で
あ
0

て
、
他
の
事
情
^

し
て
等
し
さ
限
4

、
吾
々
は 

軍
^

財
貨
に
對
し
取
^

其
有
用
性
の
大
小
の
み
に
從
つ
て
欲
望
を
滿
足
せ
し
め
ん
^

行
動
す
る
も
の
で
無
く
、
當
該 

則
貨
の
限
界
效
用
k

就
て
そ
れ
が
消
费
せ
ん
.ど
す
る
爾
餘
各
種
の
.財
貨
の
そ
：れ
ビ

ビ

爲
る
樣
k

行
動
す
ベ
さ
で 

あ
6 

;
又
當
然
左
様
に
行
動
す
る
も
の
で
あ
，る
乙
ど
を
意
味
^

て
居
る
。
此
外
R

更
k
 
1

0
の
原
則
が
.附
加
へ
ら
a 

.第
二
十
五
卷
.(

一
!!1' 七
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繁
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效
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第

九

號

-
s
o

る
。
最
少
手
段
の
原
.則
が

：即

ち.そ
れ
.で
、
.此
原
則
は
或

-
定
の
經
濟
的
目
的
を
達
す
る
爲
k
可
及
的
最
少
の
費
用
を 

投
入
し
て
以
て
爲
す
べ
念
ミ
ミ
を
：吾
々
^
要
求
す
る
^

^
ネ
の
で
あ
る
。

:■
■'力
ッ
セ
ル
.の
經
濟
理
論
ば
斯
様
な
.三
つ
の
原
則
の
支
配
:-
?
:前
■

ず
る
交
換
經
濟
社
會
k
於
け
る
經
濟
現
象
を
對 

象
ど
す
る
。
而
し
て
氏
の
說
に
據
れ
ば
經
濟
學
は
畢
覚
.價
格
形
成
論
妃
外
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
か
ら
、
價
格
は
洁
局
W 

糠

な

戚

則

の

支

配

：の

下
^
形

成
^
れ
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
：ふ
9 

併
し
な
が
ら
單
に
是
丈
け
，の
前
提
を
以
て
し
て
は
、
吾
人
は
偾
値
學
說
な
さ
價
格
論
の
特
長
ど
見
る
Z
ヾ

」

は
出
來 

ぬ
。
蓋
し
斯
樣
な
前
提
は
限
界
效
用
學
派
の
用
ふ
る
前
提
ど
何
等
相
違
あ
る
M

e
無
く
、
從
つ
て
又
力
ッ
セ
レ
^
在 

來
の
價
値
論
化
對
す
る
非
雛
の
根
攄
を
此
^
見
る
こ
ど
.は
出
來
ぬ
_か
ら
で
あ
る
。
力
ッ
セ
ル
も
亦
、
固
ょ
.

CS

單
k
斯 

る
前
提
の
み
を
以
て
價
格
論
に
飛
蹓
せ
ん
ど
す
る
も
の
で
は
な
い
ノ
氏
は
價
値
學
說
を
排
斥
す
る
^

べ
、
別
^
氏
獨 

特
の
前
提
を
設
け
る
必
要
^
迫
ら
れ
て
居
る
。
限
界
效
用
學
派
が
、
上
記
の
力
?
セ
ル
の
前
提
^
類
す
る
叚
定
ょ
办 

出
發
し
て
、
直
に
各
經
濟
主
體
の「

價
値
評
定」

c
w
e
r
t
s
c
M
t
i
g
)

を
說
く
^
對
し
、
力
ッ
セ
ル
は
或
一
定
の
貨
序 

额
の
槪
念
を
以
て
之
妃
置
き
代
へ
ん
S
す
る
の
で
あ
^
。
日

く

『

人
は
交
換
を
行
ふ
や
否
や
交
換
せ
ら
る
、
兩
財
貨 

が
、
其
幾
_
を
取
引
せ
ら
る
、
や
を
判
斷
せ
ん
^
す
る
必
要
^
逢
着
す
る
。
換
言
す
れ
ば
、
此
際
雨
財
貨
の
評
價
が 

行
は
れ
ね
ば
な
ら
g
_。
此
評
價
は
、
若
し
人
が
唯
-1

つ

の

同一

の

財

貨

に

依

つ

て

一

切

の

財

貨

を

評

價

す

る

？:
常 

ど
す
る
な
れ
ば
、
明
S

る
简
單
ど
爲
る
の
で
あ
る
。
尙
ほ
又
、
吾
人
は
此
慣
習
が
、
交
換
の
慣
習
其
物V 」

殆W

全 

><
同

時

に

完

成

せ

る

こ

ど

を

知

つ

，て

®
る

：
：』

C

註一

5
0
•此
R
力
ッ
セA

が
貨
幣
のM

ど
を
論
じ
て
居
る
の
で
あ 

る
こ
ど
は
_
ふ
ま
で
も
な
ぃ
。
斯
る
貨
*
の

「

第
一
の
根
本
的
職
分
は
、
.實
R
、
交
換
せ
ら
る
、
財
貨
の
評
價
を
し

て
.可
能
な
ら
し
ひ
る
所
0-
計
算
尺
度
の
某
礎
を
し
て
利
用
せ
&-
る
V
乙
ビ
で
知
る
。』

^

一' 

;
ー！
«:
實

の

交

換

.終

濟

は

必 

然
的
に
一
般
的
交
換
手
段
ビ
し
て
何
等
か
の
貨
幣
の
存
在
.?
:
■
.定

す
る
も
の
で
あ
る
の
で
あ
る
。

カ
ッ
セ
ル
は
斯
く
の
如
く
貨
幣
が
#
在
し
な
妙
れ
ば
交
換
經
濟
社
會
を
想
像
す
る
こ
ど
が
出
來g
ヾ」

い
ふ
»
際
上 

の
必
要
ど
現
實
.の
*
史
k
於
て
、
交
換
の
慣
習
の
あ
る
所
に
ば
必
ず
貨
幣
を
使
用
す
る
愼
®
が
あ
つ
た
^S
ふ
事
實 

ど
を
論
據
:̂

し
て
、
次
の
樣
な
假
定
を
設
け
る
4
交
換
經
濟
一
般
k
關
す
る
以
下
の
理
論
的
硏
究
に
於
て
、
吾
々
は 

一
切
の
經
濟
的
評
偾
R
對
ず
る
共
通
の
計
算
尺
度
ビ
し
て
の

職
分
を
帶
ぶ
る
も
の
^
し
て
貨
幣
を
觀
察
す
る
。
：
：』 

『

貨
幣
が
訐
箅
の
尺
度
ど
し
て
利
用
^
る

、
や
、
交
換
行
爲
は
賣
買
行
爲
に
轉
ず
る
。
賣
手
は
財
貨
釔
與
へ
買
手
は 

之
^
對
し
て一

定
の
貨
幣
額
t
支
拂
ふ
義
務
を
負
ふ
。

一
財
貨
^
對
し
て
支
拂
は
る
V
貨
幣
額
を
人
は
其
價
格VJ

呼

ぶ
。』(

2
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•

力
マ
セ
ル
は
斯
る
假
定
の
上
^

立
つ
て
價
値
學
說
な
さ
價
格
論
を
說
明
し
得
る
ど
信
じ
て
居
る
0
即
ち
氏
^
據
れ 

ば
貨
幣
に
依
る
財
貨
の
評
價
は
交
換
經
濟
の
反
面
で
あ
々
、
交
換
經
濟
の
發
達
は
必
然
的
^
貨
幣
の
發
達
S
相
伴
ふ 

も
の
な
の
で
あ
る
。
事
實
，上
の
貨
幣
の
存
在
の
必
要VJ

、

歷
史
上
^

於
け
，る
貨
幣
の
交
換
ど
の
相
關
關
係
は
氏
を
し 

て
價
値
論
排
斥
の
根
據
た
ら
し
む
る
も
の
で
あ
る
。
即
ち
，
氏
は
在
來
の
價
値
論
に
就
て
述
べ
て
白
く『

貨
幣
經
濟 

以
前
R
、：
之
ょ
4
咚
早
朝
^
し
て
且
<>
簡
單
な
芯
經
濟
形
式
ゼ
む
て「

純
.粹
な
曼
父
.換
經
濟
し
が
あ
つ
た
ど
_:い.ふ
考
は

S

十
i

.

ハ
5

^

1:

)

.惘
値
學
說
無
用
論
ぜ
限
：界
敦
用
：理
，論
：

.
- 

第

九

號

ご
ー
ー「



.:

第
一
:
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五

卷
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衰

^ ̂

0
J 

'
ニ
ー
三 

,
:經
濟
學
の
爲
k
木
幸
な
之
S
で
1
.
0
.
た
。：：即
ち
、
•斯
る
.考
へ
，の

あ

發

が

^
^

換
r
濟
の
a
象
?:
-取
扱

ひ
、
：其
研
究
を
全
理
論
體
系
の

：®

礎
ど
せ
ざ
る
：を
得
な
か
っ
た
次
第
は
明
瞭
で
あ
る
.
0此
炎

カ
は
經
濟
到
論
を
沏
6

知
れ
ざ
る
_

雛
に
卷
込
み
、
..全
く
無
益
な
限
6

無
さ
論
#

を
生
む
^

至
0
た
：の
'で
あ
る
。

A

人
は
：
，則
变
の1
父
換
5:
'
制
規
す
る
諸
要
素
を
ば
貨
幣
を
除
い
て
硏
究
す
.る
を
必
要
V
J考
ヘ
た
が
故
に
、
.
I格
、
即
ち
、

經
濟
I

s
所
の
各
人
の
財
貨
■

す

る

評

價

鑫

幣

|

?

表
：I

る
I

を
、
研
究
の
：對
f

爲
す
乙
ゑ

出
來
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
：
：
其
處
で
斯
樣
な
表
現
の
代
6

k
人
は「

價
値」

V 」

い
ふ
甚
だ
不
確
定
且
つ
®
床
な
鞔 

念
を
入
換
へ
た
の
で
あ
る』
^
。(

註一

S
 

,

力
ソ
セ

V

の
以
上
の
推
論
は
、
單

.

f

事
實
の
上
，̂

立
っ
た
推
論
，
^
外
f

g

。
交
繼
濟
社
會
は
必
ず
貨
幣
の 

發
達
f
c伴
ふ
て
居
る
ど
い
ふ
歴
史
的
事
實
は
、
決
し
て
價
値
學
說

?:
排
斥
す
る
の
論
據
ど
は
爲
る
こ
ど
は
出
來
ぬ

。
_ 

此
歷
史
的
事
實
ど
ヵ
ッ
セ
ル
の
此
結
論
ど
の
間

^

は
何
等
の
論
理
的
必
然
性

>

證
明
3

は
て
居
ら
2

0
交
換
經
濟
は

. 

ポ
反
而
k

於
て
貨
幣
經
濟
で
あ
る

ビ

い
ふ
事
實
は
唯

：

そ
れ
の
み
k

以
て
し
て
價
値
學
說
营
價
値
論
を
正
當
視
す 

る
卵
f

す
る
I

は
出
來

2
。

價
値
學
■

無
用

f

 V」

す
る
に

t
r

 

何
等
か
の
靈
上
の
醫
が
存
右 

せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
事
實
の
敍
述
は
決
し
て
科
學
的
說
明
ど
戴

6

得
る
も
の
で
は
な
い
。

從
つ
て
、
ヵ
ッ
セ
ル
も
亦
單
な
る
事
實
の
論
據
R
滿
足
せ
ず
、
價
値
論
の
缺
點
を
指
摘
し
て
次
の
如
く
述
べ
て
居 

る
。
第

I

s
値
な
る
槪
念
は
頗
る
瞹
味
で
あ
？

、
數
學
的
R
表
現
し
得
ら
る
、
量

的

槪

念

の

如

金

確

i

缺 

S

て
f

。
之
S

S

S
债

霧

S

S

の
相
對
的
s

s

s

s

sす
5

間
の
欲
S

强
度
を 

以

て

し

之

^
數
量
：&
大
3
5:
與
ベ
るv

j

い
ふ
虛
構
を
爲
す
^
至
っ
た
の
で
ぁ
る
。
更
に
第
ニ
化
斯
說
は
貴
靜
を
無

視
す
る
。
貨
幣
を
考
へ
ぬ
乙
ミ
は
人
間
の
欲
望
を
比
較
、す
る
爲
の
共
通
0-
尺
度
を
失
ふ
こ
ど
で
あ
つ
て
、
.
之
が
爲
R
、
 

主
E
rl
A
價
値
の
现
論
は一

般

^
科
學
的
理
論
^
附
隨
す
.べ
き
內
容
の
正
確
^
を
失
は
ね
ば
な
ら
な
く
爲
{
、
又
同4^

^

該
到
論
の
根
本
的
誤
謬
の
存
す
る
所
を
明
示
す
る
に
至
つ
た
の
で
あ
る
ど
。(

訪一

六〕

.

許」

六

rassel;
a. a* o, ss.

上
記
の
所
言
よ
ぅ
し
て
、
經
終
學
に
取
つ
て
特
殊
の
價
値
論
が
.全
然
無
用
で
あ
る
こ
^
が
推
論
せ
ら
れ
る
、『

價
値

炉

斷

葛

す

る

證

の

稱

呼

無

し
k
.價
値
管
打
ち
樹
て
る
試
み
は
何
れ
へ
皆
大
■

雛
k

衝
突
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。

1

度
び
斯
様
な
共
通
の
稱
呼
が
採
6
入
れ
ら
.る
.

る
や
否
や
、
人
は
第 
一
^
貨
幣
.を
要
求
す
る
。
其
處
で
價
政
‘は
.贾
格

k
侬
彡

價

値

評

價

は

■

に
於
け
る
評
價
に
依
.つ
て
置

換
へ
ら
れ
、
琵

價

値

論

の

代
さ
價
格
論
が
存
在
す
る

乙
ど
^

爲
る
。
吾
人
は
須
&

く
此
事
情
よ
6
し

て
.一
つ
^
斷
案
を
下
^

ね
ば
な
ら
.ぬ
、
經
濟
學
よ
.

CN

所
謂
る
價
値
論

な
る
も
の
を
全
然
排
除
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
ざ
い
ふ
く
ど
が
即
ち
そ
れ
.で
‘あ
る
。
:
交
換
經
濟
の
，輝
；論
的
說
.明
は
最
初
よ
ぅ

貨
幣
を
觀
燊
せ
ね
ば
な
ら
ず
、
從
つ
て
其
說
明
は
夂
同
時
紀
本
質
的
^
價
格
形
成
.の
理
論
ど
爲
ら
ね
ば
.な
ら
ぬ』

S

5

斯
く
し
て
經
濟
學
は
現
在
令
れ
が
屢
丨
陷
つ
て
居
る
所
め
最
も
厄
介
な
る
詭
辯
的
議
論
よ
|

ひ
出
さ
る
、 

の
で
あ
る
。

：

.訪
一
.七 

cass.ela. 

a... 0
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41-42,
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.ン

•

.

今瞥く力ソセルの所論の是非を措く善

f

、
果
し
て
然
ら
ば
貨
幣
の
價
値
は
如
何
R
しV

說
明
す
べ 

V i
分

.
此
■

然

I'

づ

の

麗

I

ら
ね
ば
な
ら
g
o
. 

ッ̂
.セ
ル

は

此

麗

：§
.

し
i

s

へ
る
i

を
避
け 

る

0〜
『

貨

把

は

旣

卞

示

せ

る
_〜

妓
で
は
館
.富
單
に
計
算
欠
度
ど
しy
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僧
値
學
說
ー
無
'1
|

限̂
:#
效
財
_
論
.、
 

第

九

號

r

s

| 

’ 

吾
々
は
單k

 :l

■切
の

價

値

評

儇

を

可

能

な

ら

し

む

る

：所

の

：
ー

づ

の

計

算

尺

度

を

襄

求

^
 ̂

:

:

吾
々

は
或
る
.實
質
的
な
貨
幣
の
存
在
ょ
6
.暫
時
眼
を
.他
^
轉

ず

る

も

の

で

あ

る

。
，
計
：算

尺

度

其

.自

體

が

如

何

に

し

て

定

め 

ら

る

、
や
、
即
ち
其
價
格
が
其
絕
對
的
高
度
に
從
つ
て
如
何
^
定
め
ら
る
、
や
の
_問
題
は
乏
を
放
置
し
て
、
貨
幣

 ̂

關
す
る
特
殊
理
論
^
俟
た
.ね
ば

な

ら

ぬ

：
1
ど(

註
一
八

)

。
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独
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.cassel'a. 
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2
.

.

力
ッ
セ
.
V

R據
れ
ば
此
貨
幣
經
濟
^
關
す
る
前
提
.は
決

し

て

：人

鉻

的
^
考
案
^
れ
た
|編
縫
策
で
'は
無
く
て
經
濟
學 

の
本
質
^
存
す
る
も
の
な
の
で
あ
る
が
、
，然
も
氏
は
，
論
理
.的
に
之
を
.證
明
し
て
居
ら
2
.
0唯
ゾ
單
に
事
實
上
の
^

_ 

要

^
歷
史
上
の
事
實
W
5:
擧
げ
て
之
を
斷
言
し
て
居
る
R
止
ま
る
の
で
あ
：る
。
併
し
吾
々
人
«
の
經
濟
.

^
の
®
史

を
厕
み
て
交
換
經
濟
は
果
し
て
常
^
貨
幣
經
濟
で
あ
る
か
、
或
は
貨
幣
經
濟
は
交
換
經
濟
の. 一

時

期

を

細

す

る

：

k
過 

ぎ
ぬ
も
の
な
の
で
は
無
か
ら
ぅ
か
w
v>
ふ
こw

は
、
充
分
硏
究
す
べ
.さ
餘
地
の
存
す
る
所
で
あ
る
。

要
す
る
k
、'

力

ッ
セ
.
ダ
は
、
限
界
價
値
の
理
論
^
於
け
る
が
如
さ
詭
辯
的
議
論
を
避
け
る
目
的
を
以
て
、
極
端
な 

る
抽
象
を
重
ね
て
此
k
貨
幣
經
濟
の
社
會
を
想
定
し
た
：も
の
で
あ
る
.乙
：ど
丈
け
は
明
で
.あ
る
。

. 

價
値
論
の
煩
瑣
^
對
す
る
之
义
同
樣
な
嫌
惡
的
の
態
度
は
デ
ィ
ー
ツ
丄
ル
^
於V

1
層
明
瞭
に
表
れ
て
&
る
0

即
ち
7
ォ
ィ
ク
ト
が
力
ッ
セV

の
價
値
學
說
無
用
論
に
反
對
し
て
、
力
ッ
セ
ル
に
在
つ
.て
は
、，
欲
望
.の
重
要
性
^

S

ふ
こ
ど
が「

可
成
6
.繼
舟
的J

な
取
扱
を
受
.け
て
居
るw

杭
議
し
た
^>
R
對
し
て
、
デ

ィ

ー

ツ

は
カ
ッ
セ
ル
の 

態
度
^

賛
意
を
表
し
て
次
の
機
^

述
べ
.て
居
る
.。
，日
<『

土
地
，、
勞
働
、
資
本
の
如
さ
も
の
が
如
何
な
る
經
濟
部
門
、

^

差
向
け
ら
.る

、
や
、
換
言
す
れ
ば
、.
.如
何
な
る
欲
望
，の
滿
足
、
如
何
な
る
財
貨
0
獲
得
、
如
何
1:
.る
61
!
用
_

,1
の

.
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.
 

.
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.

.

.

. 

-

獲
得
^
差
向
け
ら
る
、
や
は
、
生
產
者
！

消
費
者
の
有
效
需
要
^
依
存
す
る
も
の
で
あ
る
0
然
も
出
有
效
需
喪
の 

狀
態
や
經
過
k
就
て
は
_
論
は
全
く
之
を
說
明
す
る
を
得
ぬ
°
其
次
第
如
何
ど
い
ふ
^
各
個
人
の「

評
價」

は
不
亂
則 

■

E
て
變
化
常
な
く
、
.共

贊

カ

は

景

氣

晶

S

え
ず
變
動
す
る
が
故
で
あ
る『

か
る
が
故
に
、：
方
ッ
セ
ル
が
欲 

望
の
重
要
性
の
槪
念
を「

可
成
ぅ
繼f

的」

k
取
扱
つ
た
I

は
全
く
正
當
I

ど
で
あ
る』

8

5
。
.ど
而
し
5

 

K
グ
丨
テ
の
言
葉
を
引
用
し
て
日
く『

認
識
0
進
步
^
對
す
る
最
大
の
障
書
は
入
が「

知
る
.價
値
無
さ
も
の
又
は
知
る 

こ

を

#
ざ
る
も
の
^
就
て
苦
し
む
乙
ど
ょ
ゥ
生
ず
る
。一

使̂
用
價
値
の
法
則
に
關
す
る
®
ti
も
亦
之
K
屬
す
る 

も
の
で
あ
る』

(

独
ニ
. 
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'ソ
ル
ラ
ス
、
パ
レ
ー
ト
等
の
數
學
派
の
系
統
を
引
い
て
«
»
的
平
衡
論
の
立
揚
か
ら
價
値
學
說
無
用
論
を
稱
へ
る 

伊
太
利
の
學
者
、
エ

ン

リ

コ

丨

ネ

の

議

論

も

亦

之

ど

同

樣

で

あ

る

0
.即
ち
日
く
、

『

價
値
な
る
稱
呼
は
何
等
正
確
な
る
內
容
を
有
す
.る
.

も
の
で
無
く
、
實
際
^
は
、
交
換
關
係(

ロ
叹
0
器

di 

seambio) 

ど
い
ふ
芷
確
次
概
念
或
は
.又
即
座
^
價

格

(£
:
い
ふ
槪
念
^
侬
つ
て
取
代
へ
ら
る
べ
さ
も
の
で
あ
る
。
若
し
、
賈
1 :
の 

原
因
を
問
ふ
者
が
あ
る
ど
す
れ
ば
、
そ
れ
は
無
意
義
な
質
問
で
あ
る
0
價
値
に
付
一
つ
本
原
因
な
ざ
は
i
い
。
K

1 

否
な
一
層
適
切
に
言
へ
ば
價
格
は
經
濟
的
平
衡
.を
決
定
ず
る
一
切
の
條
件
か
ら
生
ず
る
n』

i
 
ニ〕

ど
。

S
 
ニ 

一〕

w
o
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IQ27.

曲
是
觀
之
、
力
.ッ
.
セ
ル
其
他
り
價
値
學
說
無
用
論
者
の
或
者
が
價
値
論
を
排
斥
す
る
論
珊
的
根
據
は
價
値
槪
念
の

笫
二
十
W
:卷

2

n
l
A
五)

價
値
學
說
無
用
論W

限
界
效
用
理
論
. 

第
^
號

一
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.五
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第

二

十

看

c
!

-
八
六
v

m

値
舉
說
無
用
論
■
.
界
效
謂
^

. 

0

0
 

. 

ニ1H
、 

木
明
確
養
る
點
に
存
す
る
次
舘
が
明
瞭
^

觀
取
ー
せ
ら
れ
る
。
:

.'
'

力
ソ
セV

か
價
値
論
の
代
う
に
貨
幣
經
濟
社
會
k
於
け
る
價
格
論
の
み
?:
取

扱

；

、

論

理

上

の

最

も

重

要

な

る

理 

由
は
、
先
S

ベ
た
如
く
、
貨
幣
無
く
し
て
は
各
人
の
欲
望
の
此
較
が
不
可
能
で
あ
る
ビ
い
ふ
こ
ビ
で
あ
る
。
此g

 

ば
、
彼
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Iel
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a
r
e
n
.
p
r
e
i
s
l
e
h
r
e
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題
す
る
其
論
文
：

(

飩
ニ 
ニ)

に
於
て
詳
細
^
說
.か
れ
て
居
る
0 

之
に
據
れ
ば
人
は
貨
幣
な
る
價
値
尺
度
を
所
有
す
る
乙
^
^
依
つ
て
其
欲
望
の
分
類
を
爲
し
得
る
の
み
な
ら
ず
常
該 

欲
望
の
服
度
の
支
刺
關
係
を
’表
現
す
る
乙
^

出̂
來
る
。
加
ふ
る
に
、
貨
幣
は
單
に
一
個
人
^
取
つ
て
の
»
11
^
度 

た
る
^
止
ま
ら
ず
、
交
換
行
爲
$
行
は
.る
、
^
當
つ
て
は
、相
異
な
れ
る
個
人
間
の
欲
望
を
此
較
す
る
共
通
の
社
會
的 

價
C
尺
度
ど
爲
6
得
る
の
で
あ
る
o
所
謂
る
限
界
效
用
論
者
は
斯
様
な
共
通
の
尺
度
無
し

^
欲
望
.の
比

較

評

定?:
行 

は
ん
^
し
た
。
け
れ
ざ
も
何
等
か
の
價
値
尺
度
を
必
耍
ど
す
る
^
至
つ
た
結
果
、
.一
財
貨
の
效
用
又
は
前
要
性
^
之
を 

求
め
、
而
し
て
此
重
要
性
な
る
槪
念
は
數
學
的
の
大
s

s
し
て
數
字
R
依
つ
.て
•之
?:
表

現

し

得

る

も

の

ど

信

じ

た

の 

で
あ
る
。
，
併
し
之
は
虛
_
で
あ
0
て
、
實
際
上
人
間
の
欲
望
の
强
度
?:
直
接
化
數
字
^
依

つ

て

比

較

す

る

.こ

ど

は

不 

可
能
で
あ
る
。
縱
令
ひ
假
6
に
數
景
的
^
表
現
し
得
た
ど
し
て
も
、
そ
れ
は
堪
な
る
相
對
的
意
義
を
有
す
る
^
過
ぎ
. 

ぬ
飲
れ
ば
そ
れ
が
絕
對
的

R
決
定
し
得
る
も
の
で
あ
る
か
何
う
か
、
若
し
定
め
ら
れ
得
る
ど
す
^
ず
如
何
^
し
て 

定
め
ら
る
か
^
い
ふ
疑
問
が
此
R
當
然
生
じ
て
來
ね
ば
な
ら
g
a
A間
の
欲
望
の
强
度
の
絕
對
的
の
大
さ
は
、
單
k
其 

の
大
3
の
み
で
は
如
何
k
し
て7P

數
量
的
に
表
現
し
得
る
も
の
で
は
無S

。『

從
つ
て
植
々
な
る
個
人
の
此
數
字
を 

比
較
す
る
可
能
性
は
全
然
失
は
れ
る
で
あ
ら
う
。
果
し
て
然
办
ヒ
す
れ
ば
各
個
人
の
價
値
評
價
(C
對
す
る
斯
様
な
認 

識
の
み
^
依
つ
て
完
全
紀
價
格
形
成
論
の
建
設
が
行
は
れ
る
.か
■否
か
は
疑
は
し
い
次
第』

ミ
爲
る
.の
で
あ
る』
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•

妓
で
は
力
ッ
セ\

の
所
說
を
一
應
述
ぶ
る
に
业
め
て
之
に
對
す
る
批
判
は
後
に
讓
る
z
e
ゝ
し
、
而
し
て
菩
々
は 

吏

^
彼
の
價
格
形
成
論
へ
戾
ら
ね
ば
な
ら
2
0

5
て
、
_上
^
述
べ
た
如
く
、
貨
幣
經
濟
社
會
內
R-
於
て
は
、
吾
人
の
需
要
は
總
て
貨
幣
を
通
じ
て
表
は
^
れ
る
" 

其
際
、
貨
幣
は
價
値
の
計
算
尺
度
ど
し
て
用
ひ
ら
る
、
の
で
あ
る
。
從
：つ
て
一
定
額
の
貨
幣
は
各
人
そ
れ
<
^
の
欲 

望
の
强
度
を
示
す
も
の
？
し
て
考
ヘ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
富
豪
が
家
犬
^
與
へ
る
爲
R
十
錢
で
一
片
の
_
を
買
ふ
も
、
 

貧
乏
人
が
自
身
の
生
活
の
爲
^
同
额
で
同
じ
肉
片
を
貢
ふ
も
彼
等
の
欲
望
の
强
度
は
共
^
等
し
さ
も
の
ど
看
做
^
れ 

ね
•ば
な
ら
ぬ
。
富
者
が
赞
衣
の
爲
k
支
出
す
る
一
千
圆
は
貧
者
が
食
糧
の
爲
に
支
拂
ふ
一
圆
ょ
6
も
一
千
倍
の
强
度 

?:
有
す
る
欲
望
ど
し
て
考
へ
ら
れ
ね
ば
な
らg

の
.で
あ
る
。

'

:
,

カ
ッ
セ
ル
は
斯
る
現
實
上
の
矛
盾
^
考
へ
ら
る
、
所
の
も
の
2:
自
&
意
識
し
て
居
气
之
に
就
て
一
つ
の

K
定
ヒ 

設
け
、
且
つ
同
時
^
之
に
對
す
る
辨
明
を
附
加
へ
て
•居
る
。
而
し
て
其
假
定
を
爲
す
R

M
れ

る

次

第

を

.述

べ

て

日

く 

『

經
濟
的
原
則
は
滿
足
せ
ら
る
、
欲
望
が
總
.て
、
滿
足
せ
ら
れ
ざ
る
欲
蟹
ょ
6
.も

，一
層
重

要

'で

あ

る

こ

ミ

を

要

求

す 

る

？…

.交
換

經

濟

は

，此

目

的

(

經
濟
的
原
則
の
要
求
の
遂
行)

の
.爲
R
あ
ら
ゆ
る
欲
望
叹
重
要
性
に
對
す
る
共
通
の 

尺
度
を
使
用
ず
る
。
交
換
經
濟
は
均
一
な
る
品
質
を
有
す
る
財
貨
に
對
し
て
'は
總
て
單
一
の
代
價
を
定
め
、
而
し
て 

此
代
價
の
支
拂
を
欲
望
滿
足
の
絛
件
ど
爲
す
場
合
^
於
て
此
R
此
重
要
性
の
大
小
測
定
の
標
準
を
見
る
も
の
で
あ
る
。 

此
事
：は
結
局
其
時
々
の
代
價
を
支
拂
ふ
所
の
欲
望
が
同
じ
代
價
を
支
拂
は
ざ
る
欲
望
ょ
6
も
ー
層
筑
要
な
る
も
の
^

笫
ニ
十
五
.卷
，

C
1

三
八七

： }

價
値
舉
說
無
用
論W

限
界
效
用
理
論 
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學
訛
無
.用
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し
て
觀
6
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るW

 S

ふ

z
e

R
.®
す
る
Q :

交
換
經
濟
は
即
ち
當
該
欲
.望

の

滿

足

の

爲

に

提

供

さ

る

、
貨

幣

額

^

從
つ 

て
各
種
の
：欲
望
の
重
要
性
を
測
定
す
る
^
の
で
あ
：る』

@

l、5
^
o
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.

.

然
ら
ば
斯
様
な
假
定
か
ら
生
ず
..る
現
赏
上
の
矛
廇
^
就
て
は
、
力
ッ
：セ
'ル
は
如
何
^
辨
明
す
る
の
で
あ
る
か
。
日 

く『
…

‘
併
し
、

饑
餓
化
瀕
せ
'る
人
の
«
包
に
對
す
る
欲
望
は
、

畜
犬
を
養
ふ
爲
の
麵
包
^
對
す
る
富
卷
の
欲
望
ょ 

ぅ
も

遙
R

lr
r
要
な
も

の
で
あ
る
o

從
り

て
前
者
の
欲
.望
ょ
ぅ
名
後
者

の
欲
望
を
先
^

滿
た
す
所
の
社
#

ば
其
社
會
の 

有
す
石
手
段
^
就
て
合
理
的
^
經
濟
を
行
ふ
も
の
で
は
^
い
ど
い
ふ
抗
議
が
直
^
生
じ
て
來
る
。
け
れ
ざ7

P
、

此
抗 

議
は
富
考
が
其
貨
幣
を
用
a
て
爲
す
所
の
非
常
識
な
る
用
途
に
對
し
て
差
向
け
ら
る
も
の
で
あ
つ
て
、
其
限
6

R
於 

て
，は
、
.：
：
均
.一.な
る
價
格
形
成
^
向

け

ら

，る

べ

き

も

の

で

無

く

1
或
は
又
か
、
る
抗
議
は
現
在
の
所
得
分
配
の
批 

判

^
し
て
解

^
る
べ
台
も
の
で
あ
る』(
註
ニ
五
.

)

^
0 

独
ニ
五 

cpssc】
；

p 

p 

o
. 

g. 

t
?

以
上
が
價
値
論
fc
排
除
し
て
價
格
論
を
組
立
て
る
爲
JC
力
ッ
セ
，
の
要
し
た
假
定
で
あ
る
。

交
換
經
濟
祉
會
^
經
濟
行
爲
を
營
む
所
の
各
經
濟
主
體
は
、
其
欲
望
の
强
度
ビ
數
量
ご
を
表
現
す
る
に一

定
の
貨 

被
額
を
以
て
す
る
。
而
し
て
此
貨
幣
額
^
侬
6
て
表
は
^
れ
た
る
價
値
評
定
が
即
ち
價
格
で
あ
る
。
此
赝
格
は
如 

何
に
し
て
成
立
す
る
か
どS

へ
ば
、
い
ふ
^
で
も

く̂

需
要
^
供
給
ヒ
の
關
係
に
依
る
。
拂
底
の
原
則
^
從
つ
て
、
 

人
の
需
要
は
財
貨
の
存
ff
i
it
の
限
度
に
制
限
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
人
の
需
耍
に
對
す
る
制
限
は
、
其
欲
望
の
滿
足
の 

爲

忙一

定
の
價
格
が
支
*
は
れ
ね
ば
衣
ら
ぬ
：で
い
ふM

ど
を
意
脒
す
る
。
而
し
て
カ
ツ
セ
グ
は
價
格
形
成
0
說
明
を

ば
旣
成
财
貨
S
根
本
的
生
產
手
段VJ

の
一一

つ
^
分
け
て
居
る
。

.

先
づ
旣
成
財
の
價
格
形
成
を
說
明
す
る
爲
に
、

1
定
期
間
^
於
け
る
.一
定
量
の
.財
貨
の
存
在
が
假
定
せ
ら
れ
る
。
 

而
し
て
ll
k
說
明
を
简
取
^
す
る
爲
に
各
經
濟
單
位
が
其
欲
蹵
滿
足
の
爲
^
當

該

期

間

^

支

出

す

る

貨

幣

總

額

を

一 

定
せ
る
，
も

の̂
看
做
す
。
此
前
提
の
下
に
カ
ッ
セ
，
の
經
濟
的
原
則
に
從
つ
て
、
一
定
の
均一

價
格
が
成
立
す
る
。(

： 

:
此
價
格
形
成
の
詳
細
な
る
說
明
k
就
て
は
、
嘗
て
三
田
學
界
雜
誌
第
ニ
十
五
卷
第
四
號
に
論
述
し
た
か
ら
此
に
は 

省
略
す
る
。)

斯
く
て
.力
ッ
セ
\
は

旣

成

財

の

：價

格

形

成

を

說

明

し

：て

次

に

生

淹

手

段

の

-«
格

形

成

論

に

移

る

の

で

あ 

る
が
、
今
此
旣
成
財
即
ち
第一

次
財
の
存
在
量
に
關
す
る
假
定
を
取
.去
れ
ば
、
そ
の
存
在
最
は
之
が
生
產
の
爲
k
費 

3
れ
れ
る
生
產
財(

即
ち
第
ニ
次
の
財)

の
存
在
量
に
制
限
^
れ
た
る
も
の
^
相
違
な
ぃ
。
館

1
1次
の
財
貨
は
31
に
第 

三
次
の
生
産
財
、
第
三
次
.の
生
產
財
は
笕
に
第
四
次
の
生
產
財
の
存
在
量
^
^
:ぃ
ふ
具
合
に
ノ
そ
れ
ぐ
高
次
の
生
. 

產
財
の
_量
に
依
つ
て
制
限
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
吾
々
は
斯
の
如
く
順
次
溯
つ
て
行
く
^
最
後
化
は
所
謂
る
根
本
的 

生
產
手
段(elementaren 

Productionsmittel)

.̂

そ
れ
肖
體
生
產
に
.依
つ
て
增
加
す
る
こ
^
の
出
來S

生
產
手 

段——

^
到
達
す
る
。
此
生
產
手
段
は
拂
.底
の
原
則
の
支
配
の
下
^
在
る
。
存
fe
量
の
限
定
：せ
ら
れ
て
居
る
生
産
手 

段
は
旣
成
財
の
場
合
^
同
樣
の
價
格
形
成
を
爲
す
も
の
で
あ
る
。:
畢
竟
價
格
は
需
要
(£
:
供
給
の
合
致
す
5
所
に
定
玟 

る
。
生
產
手
段

K
對
す
る
需
要
を
定
め
る
も
.の
は
旣
成
»
に
■
す
る
需
要
で
あ
る
。
旣
成
財
の
需
要
は
間
傻
に
生
產 

財
の
.需
要
を
定
め
る
の
で
あ
る
。
：

併

1
カ
：
ッ
セ
グ
は
單
に
言
葉
の
み
^
依
る
價
格
形
成
.の
說
明
^
滿
足
し
て
は
居
ら
な
い
o

M

R一
 
步
を
進
め
て
價 

格
形
成
の
メ
カ

-
ズ
ム
を
數
學
上
：の
方
程
式
^
依
つ
て
說
明
す
る
o
け
れV 」

も
、其
根
本
に
於
て
、旣
成
#

k
對
す
る
.

.
第

二

十

五

卷

(

1
三
<
九〕

.
價
値
學
說
無
用
_
ミ
限
界
欵
用
理
論 

：
第
九
：號/

1U
!

九



重

十
i
 

(Hll

九
：〇

〕

價
値
■

無
用
論v

靡

敫
I

諭
. 

f
號

.
一四

0

Q
 

.需

要
^
生

產

手

段

の

數

啬

ど

：が

價

格

形

成

の

要

素

で

あ

る

^
い

ふ

こ
^
に
は
變
タ
は
な
い
。
唯
、
力
ッ
セ
ル
に
#
れ 

は

-及
說
彻
は
價
格
ガ
成
^̂
就
て
論
^*
多
.会
.因
果
齡
係
.の
性
質
?:
明
^
す
る

^
同
..時
.
更̂
^̂
也
方
こ
^
て
ょ
後
A
J-/
sn« 

述
す
る
所
の
貨
幣
論
の
本
質
的
I

題
、
即
ち
價
葉
成
論
の
決
定
性
の
程
度
を
明
に
す
f

の
な
の
で
あ
る
。
今 

此
に
カ
ッ
.セ
ル
の
本
衡
價
格
形
成
の
方
程
式
を
述
べ
る
乙
5
は
簡
單
の
爲
^
之
を
避
け
-1
:
-
|士
ハ
0
直
^
出
-方
程
式
ょ 

,
6生
ず
る
結
論
を
述
べ
や
ぅ
。

(

註
ニ
六〕

ヵ
ッ
セ
ル
の
方
S

S

て
は
？

永
S

氏
が
本
蒙
二
十
三
卷
第
十
號
に
說
い
て
居
る
、
參
f

乞
ふo

『

吾
ゃ
が
吾
々
の
力
程
式
ょ
A
V引
出
し
得
る
最
初
の
根
本
的
利
益
は
、
之
に
依
つ
て
價
格
形
成
論
k
於
け
る
因
梁 

の
關
係
S

の
性
質
を
明
瞭
£

得
る

I

で
あ
る
。
•…

價
格
論
の
現
實
上
の
決
定
的
要
證
菩

々

の

方

程

式

こ 

於
け
る
與
へ
ら
れ
J

雲

で

あ
る
。
此

要

素

は

屋

？

の
i

f

。
第
一
は
價
格
S

す
る
需
要
の
依
存
關

1

定
f

假
定
せ
る
根
本
的
生
產
財
の
供
給
量
即
ち
之
で
あ
る
。
第
一
.の
も
の
は
價
格
S

の
主
観
的
要
1

第
二

. 

及

び

望

は

共

k
其
の
客
觀
的
要
素
を
包
t

て
居
る
。
此
等
の
要
素
は
價
格
形
成
の
全
過
程
の
最
後
の
_

$

す
も
の
で
あ
る
。』 C註

！！

七〕 

,

....

諫 
ニ 
七
.casserGmndgedanken der .Theoretischen

o:konomie, 

s
' 

54-5=;,

♦

即

I

ッ
J

s

s
、
2

S

產

因

は

、

H

Q

f

 

s

 i
s

的

謹

s

格
s

す
る
1

 

の

依

窗

？

X

廳

的

雲

s.

ニ
つ
§

§

れ
る
。
.蓋
し
，
技

る

抜

術

V

係
®

は

1

定
時
k

於

て

は一

定
せ
る
も
の
.ど
假
定
し
て
差
支
へ
な
い
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
故

に

『

供
給

の
方
面
允
於
け
る
客
概
猶
5

か
或
は
又
需

:'
|
?の
方
&

於
け
る

主

観

的

雲

か

、
何
れ
か
に
重
要
な
る
意
義
を
與 

へ
る
//
の
如
客
觀
的
偾
攸
論
或
は
純
主
觀
的
價
値
論
な
ざ
は
不
可
能
事
で
あ
る
0』

o
『

此
等
の
偾
It
t

の
出
の 

論
爭
は
、
文
獻
£

5

7
知
れ
f

程e

巨

大

な

部

分

客

？

居
る
が
、
S

4

無
益
S

苦
.で
あ
る』

(

註
ニ
九)

.の
で
あ
る
。

胜
ニ
八 

cassel;. a. 

a
.

〇
.S. 

<4-

if
e
ニ 
九
.nassel; sozial

oll<onomie ; 

s
_ 122.

.

以

_h
k
依
っ
て
吾
'A
は
カ
ッ
セ
ル
の
價
猿
成
論
の
大
體
の
輪
廓
を
說
き
終
っ
た
氏
の
價
格
論
が
果
し
て
價
値
舉 

說

管

價

格

論V 」

し
て
完
全
f

の
で
あ
る
か
何
ぅ
か
を
檢
討
す
.る
の
が
？

の
次
k
爲

す

ベ

鑫

事

で

あ

る

o 

三

へ
 

.：

.
: 

' 

"

ア
ル
フ
レ
ッ
ド、
ア
モ
ン
は
力
ッ
セ

ル
の
價
格

形
成
の
メ
カ
一
一
ズA
を
評
し
て
次
の
如
さ
意
味
の
こ
ど
を
言
つ
て 

居
る
。
即
ち
、

力
ッ

セ
ル
の
方
程
式
が『

價
格
形
成
の
眞
.の
性
質
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
6

、
a.
っ
又
價
格
形
犮
過 

程
は
之
以
上
好
辟
單
ば
方
法
を
以
て
1£
確
に
之
を
'表
現
す
る
こ
ど
は
出
來
ね』

(

聽

0〕

ビ

lr
ふ
力
ッ
セ
ル
自
身
の
母 

負
は
何
人
4

肯
す
る
所
で
t

 %

、
併
し
此
方
S

策

s

f

 

l

i

s
間

R1

S

®
數
的
關
係
が
存
す 

る
乙

ど
を
明
示
し
て
居
る
の
み
で
あ
つ
て
此
關
係
の
特
殊
の
性
質
代
就
て
は
何
等
說
明
す
.る
所
が
無
い
。
換
言
す
れ 

ば『

力
.
セ
ル
は
薷
要
^
供
給
並
^
價
格
の
間
に
は】

定
の
凾
數
方
程
式
が
成
立
す
る
ど
言
っ
て
居
る
が
、
此
gl
Jf
t

又 

は
方
程
式
の
形
式
又
は
構

造

(
F
o
r
m

 

O
d
e
r

 

G
e

l
)

に
就
て
は
何
等
言
及
す
る
所
が
無
い』

i

ニ)

氏
は
浙
る 

方
程
式
が
依
っ
て
以
て
樹
立
そ
ら
る
、
所
の
：原
則
を
說
明
し
.て
居
らg

。

彼
は
斯

く

^

^
の

方

程

式

が

存

在

せ

2
ば
 

“

二
十
l
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九1

0

價
暴
羅
用
論
ミ
腿
.界
敛
用
s
 

j
九
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一

四

二



第
二
十
s
 

(
l

i
l

)

顧
値
擧
說
無
如
論
ミ
娘
.界

欽

溫

論

 

I
號
.

一

四

ニ 

な

ら

ぬ

：、
：■又
は

存
f

る

芩

ゆ

ふ

こ

ど

を

賞

以

且

ウ

示

し

，て

居

る

が

其

：方

軺

式

の

根

據

に

就

て

は

阿

も

言

つ

て

居

ら

.

?

oパ
it
..三〇
.Cassel

v....ssial5k00nrnie; ..s. ..W2I..122.
独
三一 

ノ

 

>
. 

A
m
i

 

f
 

els System 

der theischea l
o
l
k
o
n
l
,

 s. 

4
r
,
.

A
l
y 

m' s
l
w
l
l
s
c
h
a
f
t

 

g
d 

S
I
. 

politik, Bd. 51, S
24

筆
者
は
ァ
モX
め

此

說

塞

然

賛

意

を

表

す

る

為

で
あ

る

。

-カ

ッ

セ
^

自
身
も

亦

' 
慎

格

決

定

の

蜜
的

方

疗

 

の
原
因

£

て

『

需
要
力

:®
格
に
依
存
す
る
乙

ビ
を
示
す
.所
の
方
程
式
の
係
數』

S
 : ー| I

o
又
は『

需
要

幽
數
が
生
產
冰 

の
價
格
益
存
す
る
其
様
式
、
即
ち
生
產
財
k
對

す

称

要

の

性

質

i

k
す
る
所

の

農

數

の

形

式

』

昼

三

)

を

擧
示
し
て
f

の
は
明
S

受
け
ら
る
、
所
で
あ
石
。
然
る
に
吾
人
は
力
ッ
セ
ル
S

要
の
此
性
質
S

て
說
明
す 

る
皮
レ
章
句
を
全
く
！
出
し
得
2
.
9で

あ

: "
>
否
な
、
氏
は
斯
様
な
說
明
を
：ば

翁

無

用

募

へ

て

居

つ

た

か

の

戦 

力

あ

る

J
ち
氏
は
均一

價
格
の
成
立
ど
共
^
需
要
ど
供

:^
^〕

致
す
べ
^

^
を

說

气

■次S

で

翼

©
伸
縮
性
に

問
題

I

I

國
內
£

5

、(

旣
成
I

益

す

る

限

.
^
於
て
はー

馨

訪

)

、價
I

成
S

解
決
の
^

は

菩

々

は

唯

* 

■
觀

奪

ら

る

、
所
の
則
貨
の
價
格
が
一
定
す
る
や
否
や
直
に
此
等
の
財
貨 

一
0

-

/

\

R

? 

る
需
■

決
定
す
？

I

す
る
丈
け
で
.
f

で
あ
る
。
？

は

價

猿

成

論

s

£

£
以
上
S

要
を
分
开

す
？

晏

f

 

定

S

格
S

Q

f
货

け

る

■

の

籠

は

、
數
量
的
な
、
純
數
s

a

l

s

へ
、
此
形
式
£

て
直
接
S

濟
學
に
依
つ
て
甚
礎
£

て
科
领
し
得
ら
る
\
所
の 

ー
0

の
明
白
な
る
事
實
で
ぁ
£

i

!

5ヒ
。
1
し
て
页
^
之
を
以
て
限
界
效
用
现
論
を
排
斥
す
.る
論
據
|

し
、
之
に
績
け
て
日
く『

此
事
實
の
背 

後
，̂
存
す
る
所
の
心
理
的
■
.

は
、
之
k
關
す
S
知
P

霞

R 
0
f 
^
價
格
の
0

?

正
當
^
判
斷
す
る
上
k
寄 

與
す
る
限
6

R
於
て
の
み
理
論
經
濟
學
^
取
つ
て
明
^
興
味
あ
る
事
柄
で
あ
る
。
：
：
併
し
斯
樣
な
研
究
ょ
明
に
本 

來
の
經
濟
學
の
領
域
外
^
在
る
も
の
で
あ
る』

ハ5

五)

ど
。

.

驻
三 
ニ
、
註
三
三 

C
K
S
e
l
;
a. 

a. 

o. 

s. 

1-22, 

w
、
s. 

123.. 

■-

'
註

-
四
、•
註 
一二
 
五

n
a
s
s
e
:r
a
. 

p
.
〇
.s. Is,

曲
避
觀
之
、
力
ッ
セ
,
は「

需
要
'の
性
質」

を
以
て
價
格
決
宠
の
主
觀
的
原
因
ビ
認

め

つ

、

も

、

敢

て

之

に

說

明

?:
加 

へ
る
《

を
し
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。
.即
ち
氏
は
之
を
以
て|

つ
の
明
白
な
る
事
實
ど
考
へ
、
之
を
說
明
す
る
こ
ど 

は
經
濟
學
の
饭
域
外
^

在
る
ど
考
へ
た
の
で
あ
る
。
併
し
吾
人
を
以
て
之
を
觀
れ
ば
力
ッ
セ
ル
が
需
要
の
性
質
k

說 

明
を
划
へ
な
か
つ
た
t VJ

は
、
氏
の
價
値
論
排
斥
ょ
'
生̂
ず
る
當
然
の
結
論
で
あ
るVJ

同
時
に
氏
の
價
格
論
に
取
っ 

て
致
命
的
な
缺
點
で
あ
る
ど
信
ず
る
。

:

. 

'

ァ

モ

ン

は

日

く『

a %
l
b

ど
の
關
係
を
說
明
す
る
爲
^
は
、唯
單
^
、.：吾
々
が
3
は
b
tr
.、
或
は
b
は
a

k
或
方 

法
^
於
て
侬
存
し
て
居
る
ど
い
ふ
ミ
ど
、
即
ち

.一
方
は
他
方
の
»
數
で
あ
る
ど
い
ふ
乙
ど
を
知
る
許
6
で
な
く
、

M 

^
如
何
な
'る
方
法
^
於

て

|
方
が
他
1

^
依
存
す
る
か
、
換
言
ず
れ
ば
此
凾
數
の
檨
式
又
は
構
造
を
知
る
乙
ビ
が
必 

要

で

あ

る

。
：

：
：

•具
體
的
^
言
へ
ば
、
吾
々
の
場
合
k
於
て
は
、吾
々
'は
、
需
要
®
數
が
價
格
^

依
存
す
る
様
式
即
ち
、
 

此
®
數
ジ
形
式
.
.
• 

•
即
ち
需
要
の
性
質
^
就
て
何
等
か
知
ら
ん
乙
ど
を
欲
す
る
の
で
あ
る
。
之
に
就
て
力
ッ
セ
ル
ょ 

菩

々
k
全
ズ
#
物
も
吿
げ
セ
居
らg

。

即
ち
氏
は
此
勸
^

_
し
：：て
吾
々
^
何
物
を
^
說
明
し
て
居
ら
ぬ
。
氏
の
腹
格

第
二
十
s
 

c

r

i

D
順
値
學
篇
S

I
界
效
用
规
.論 

. 

第
九
號
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四
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十

五

卷c
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九
四)
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價
値
學
繼
S

W
限
界
效
用
-理
論
.
. 

第

上

一

四

四
 

論
，は

人

が

價

格

_1,
ょ
6
要
求
し
、
又
要
求
せ
ね
ぼ
ー
な
ら
2
所
の
も
の
‘を
费
げ
て
居
ら
ぬ』

(

璧

六〕

气

而

〕

て
ァ
モ 

ン
は
此
卞
於
て
揚
言
し
て
旧
く『

力
：
ッ
セ
ル
R
依
つ
て
、
甚
だ
し
く
誤
解
せ
ら
れ
、
且
つ
又
甚
だ
し
く
無
情
R
取
及
は 

れ
2

限
界
效
用
理
論
は
之
k
反
し
て
ノ
S

此
要
求
を
果
¥

も
の
、
或
は
，少
な
く
I

之
を
f

ん
ど
す
る
も

の
で
あ
る』
cif
e
w七〕

'̂。
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,
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三
六
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三
七
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3
§
ロ
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r
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h
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s?

r so
z
i
a
l
w
i
s
s
e
E
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c
h
a
f
t
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 42.

然
ら
ば
力
ッ
セ
ル
が
與
へ
ら
れ
た
る
明
白
I

事
實
ど
し
て
之
以
上
§

說
明
を
要
し
な
い
も
？

考
へ
た
所
の 

祭
要」

は
限
界
效
片
«1
論
^
依
つ
て
如
何
^
説
明
せ
ら
る
、
か
0
此
問
題
に
答
へ
る
こ
:̂

は
カ
ッ
セ
,
の
價
-f
#
;
j
p
の

不
備
を
一
層
明
瞭
な
ら
し
む
る
k
役
立
ら
で
あ
ら
ぅ
。
吾
々
は
べ
.丨
ム
• \

グ
ェ
ル
ク
R
據
つ
て
次
に
之
が
解
答
を
述 

ベ
や
ぅ

。

.
 

、

『

低
人
は
財
貨
の
.價
格
が
需
要
ど
供
給
の
關
係
に
依
？

支
配
5
れ
る
ど
說
く
。.
け
れ
ざ
も
、
此
命
題
は
、
需
要 

並
^
供
給
な
る
墓
の
中

k
、
唯

,
單

k
供
給
3
れ
た
.る
財
貨
ビ
欲
求
3
れ
■た
る
財
貨
の
數
量
I

包
含
す
る
の
み 

な
ら
ず
、
页
^
賣
手
並
化
買
手
そ
れ
ぐ
の
侧

^
於
て
作
用
す
る
所
の
決
定
原
因
を
も
，包
括
す
る
ー
種
の
綜
合
槪
含 

ど
.
す
る
限
6

R
於
て
正
常
な
も
の
で
あ
る
。
併
し
世
人
が
此
命
題
に
就
て
、
何
も
深
く
考
ふ
る
听
な
く
、
此
等
の 

決
定
原
因
の
性
質
益
て
も
、
將
た
又
.其
影
響
の
樣
式
£

て
も
全
く
了
解
す
る

所
が
無

い
ど
す
る
f

ば

、

此
命 

題
は
取
^
其
の
み
で
は
、

1

0の
題
目
、
：1

つ
、
の

標

語

に

過

ぎ

ぬ

。
，決

し

て

.

1'

つ
の
法
則
で
は
な
い
。』

S
三
八〕

V 

丨
ム
：の
此
言
葉
は
カ
ッ
セ
：
グ
の
價
格
論
^
取
つ
て
手
痛
い
警
句
で
あ
る
^
相
違
な
い
。

ベ
ー
ム
k
據
れ
ば
、『

價
格
の
. 

高
^
は
翁
に
供
^

?
れ
、
欲
求
^
れ
る
所
の
則
貨
の
數
量
^
依
存
す
る
許
み
で
な
く
、
吏

^
命

^-
之
が
^
供
3
'
、

_

.... 
■へ み .
ゾ +； ■

.■■

.■.'V-,

1'.'.

...

'
.
.
. f 

!

-

1
1
,

.■.
 

.
、
，
■•
.;<
, •-〕

且
つ
观
求
3

れ

る

其

ガ

度(
I
n
t
s
s
l
f

p.t〕

R

も
依
存
す
る7

P

の
で
あ
る
。』

§

霧

需

要

の

强

度

ど

は

1
は
ん
ど
す 

一
る
願
望
の
微
し
3

を
$

の
.で
な
く
、
.HI
.R
必
要
な
場
合
に
ば
高
い
價
格
を
も
，支
柳
は
ん
ど
す
る
覺
悟
を
言
ふ
の
で 

ぁ
っV

此
兩
者
の
異
な
っ
て
居
る
乙VJ

は
明
で
あ
る
。
營
養
不
.良
な
る
小
供
の
爲
に
.漁
肉
^
必
要
^
す
る
勞
動
考 

■の
妻
，は
、
'同
時
^
市
揚
へ
行
く
富
裕
.な
婦
人
ょ
办
も
负
肉

^
對
し
て
遙
.忆
歡
し
.い
願
望
を
持
っ
に
相
違
な
い
。
け
れ 

ぞ
も
勞
獅
者
の
妻
^
在
っ
て
は
、
現
金
の
不
足
の
爲
k

實
ば
ん
^;
す
る
其
願
望
の
激
し
さ
も
、
高
い
價
格
を
支
拂
は 

ん
I

I

悟
に
轉
換
ず
る
i

は
出
來g

。

從
っ
て
貴
婦
人
の
需
要
の
方
が
一
層
强
I

?

解
さ
れ
f

芝
 

#

る
の
で
あ
るc

黯

0
3。
斯
樣
k

解
せ
ら
れ
る
所
の
需
要
の
强
度
ば
觅
^

ニ
っ
の
事
情
の
協
カ
^
依

っ

て

決

管

れ 

气

其

二 

S

需
要
者
s

o
て
|

該
物
品
の
«
嘥
の
.大

导

、
他

の「

っ
.は
需
^
^

値

の

大

尋

あ

る

。V

丨
ム
が
斯
く
の
如
く
需
！
逢

て

分

想

る

.？
^

は
、
供
給
に
就
て
も
同
樣
k
當
嵌
る
。
從
っ

:隱供給の法則は、

-べ
丨
ム
5

っ
て
次
の
音
價
格
決
定
の
聖
に
分
解
ざ
れ
る
。
即
ち
需
嬰
の
側

ょ
.
-
れ̂
ば
、c

1
〕

物
品
に
向
け
ら
れ
.た
5;
欲
：求
.の
量
、(

1

1〕

買
手
紀
取
っ
て
の
常
該
物
品
の
.主
觀
的
價
値
の
大
そ

(

三
_

手
^
取
っ
て
の
代
價
物
品
の
主
觀
的
價
値
の
大
ネ
で
あ
.々
、
供
給
ひ
侧
ょ
办
見
れ
ば
、(

1
0

賣

-
0化
出

3
る

.、
物
品
の
數
量
、(

,-
'

5
賣
手
^
取

っ

て

：
の

當

該

物

品

の

主

觀

的

使

値

の

大

^
、
.

(

六〕

賣

手

^

取

って
0
代
價
物
品
の 

'主

觀

的

價

値

の

大3
で

あ

る(

I
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Â



第
^

$

f
;:
,

(

S
S
:六
：

)

て

價

傯

擧

：舊
ー
用
論

.せ
：限
界
软
：用
練
論
.：

 

第
.九
！
！
、

l
N -
气
 

w
t
o
.
p
* 

p
-

(

訪
四 I〕

：：：
'
B.o
:
h
m
 B
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r
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p
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o
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^
中

.

.

.

.

. 

. 

.

•カ

ツ

セ

ル

の.«
格

論
^
對
す
る
ア
モ
ン
の
批
評
名
大
.
®。へ
I
ム
の
所
言
を
承
認
す
る
も
の
、
如
く
で
あ
る
。
P
ち
' 

ア
モ
シ
'
は

所

謂

る

需

要

に

は

ニ

 CV

の
意
義
が
あ
る
ビ
說
く
。
其

一

は
通
例1

蹬

k
解
せ
ら
る
、
が
如
く
、
$

2
又
カ
ツ 

セ
グ
が
通
例
: »
す
る
が
如
く
.、『

一.氣
の
價
.格
狀
態
の
下
^
於
て
廳
買
若
し
ぐ
ば
欲
求

即
ち
需
要
量
で
ぁ
ぅ
、
他

のr

は
欲
.

_
隞

若

し

く

益

.微
求

の

經

通

;^
慎
値
#
定
に
依
存
す
る
W
の
一
.定
A
量 

の

儒

聲

で

あ

る

。

『

最
_
の

意

味
6

け

る

置

は

、
|
.定

の

僧

格

狀

態

，の

下
^
粗

0,
て
.は
、

—
定
せ
る
も
の
で
あ
々
、
 

;»
實
體
は
_簡
堪
^

;
確
！i

し
得
る
事
實
で
あ
る
が
、
併
し
、
を
れ
は
說
明
せ
ら
れ
て
初
てf

定

3
る
、
も
の
で
あ
つ 

て
其
說
明
は
第
ニ
の

&
味
^
於
け
る
需
要
即
ぢ
主
觀
的
' «
値
評
^

^
. «
る

^

^

依̂
り
て
爲
3
れ

,#
る
.も
の
で 

あ
る』

S

S

D。
ァ
.モ
ン
は
、斯
く
述
べ
た
る
後
^
カ
ツ
セ
.ル
が『

需
要
0;
性
質』

ヒ
以
て
一
度
び
低
格
決

定

の

原

因̂ 

爲
し
た
る
紀
拘
ら
す
、
.
之
を
單
な
る
需
要
量
^
混
同
せ
る
矛
盾
を
指
^
し
て
皆
る
。

‘

驻
四
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此「

需
翦
の
性
質」

を
明
^
す
る
も
の
は
，
ア
モ
ン
の
說
け
る
が
如
く
、
所
謂
る
限
界
效
用
の
理
論
で
あ
る
。
氏
は
、
 

其
著「

國
民
厚
生
學」

R
於
て
述
べ
て
日

く

、

「

力
ツ

セ

ル
の
方
程
式
は
供
給
^
需
要

^

依̂

つ

て

、

如

何

^
價
路
が
，決 

定

3
れ
る
か
を
吾
々

R '
示
し
て
居

る

。

：

• •併
し
吾
々
は
經
濟
學
的
見
地
か

ら

し

て

、

M

R
、
需
要
は
何
1®
ょ

ぅ

生 

ず
る
か
而
し
て
.そ
れ
は
根
本
的
な
經
濟
的
事
實
^
如
何
な
る
關
係
^
立
づ
も
の
で
あ
る
かw

問
ふ
t
V
Jが
出
來
る
。 

s

k
於
て
吾

々

は
主
觀

的

價

値
評
定
並
に
效

用

R
;到
達
す
る
の
で
あ
る』

(
訪
四三
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四
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以
上
の
.所
述
に
依
っ
て
、
吾
人
は
、
力
ッ
セ

ル
の
價
格
學
說
が
價
fl
論
な
く
し
て
は
不
完
全
な
も
の
で
あ
る
次
第

を
指
摘
し
得
た
ど
信
ず
る
°
吾
々
は
次
^
限
界
效
用
理
論
に
對
す
る
氏
の
態
度
を
觀
察
し
や
ぅ
。

.三_ 

.

ク
ィ
ス
の
言
ふ
所
^
據
れ
ば
、
限
界
效
用
學
說
に
對
す
.る
>

"
セ
ル
の
議
論
は
、

一

部
分
は
其
敎
義
k
對
す
る
不

完
全
又
は
不
注
意
な
る
興
察
：に
基
づ
&
、
又1

部
分
は
斯
說
に
對
す
る
熱
解
に
遨
づ
く
も
の
で
あ
る
ど
い
ふ
蘇
1
1
5。

筆
者
は
大
體
に
於
て
此
意
！
R
大
體
賛
意
?:
惜
まg..

も
の
で
あ
る
°

.

独 I
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力
：ッ
セ
ル
が
價
値
論
を
桃
斥
す
る
爲
化
、
價
値
の
評
定
を
貨
幣
^
依
っ
セ
表
瑰
せ
し
め
ん
^
試
み
、
而
し
て
其
結 

果
ど
し
て
相
等
し
さ
金
額
は
、
相
等
し
き
欲
望
の
强
度
を
表
現
す
る
も
の
で
あ
る
ヾ
し
い
ふ
現
實VJ

矛
盾
せ
る
虛
構
に 

陷
ら
ざ
る
2:
得
ざ
る
^
至
，っ
た
.次
第
は
前
述
の
通
6
で
あ
.る
。
.併
し
、
此
虛
構
を
設
け
た
の
は
價
値
論
を
無
用
な
も 

'の
ヒ

考

ベ

：た
：が

爲

め

許

A
で
な
く
ノ
之
を
設
け
な
け
れ
ば
價
格
形
成
を
：說
明
す
.る
乙
^
が
出
來
ぬ
^
考

，
へ

た

が

爲

で 

あ
.る

も

亦

曩

R
述
べ
た
通
：6
で
あ
る
。
繰
：*
し
て
言
へ
.ば
、
'理
，論

經

濟

學

の

爲

に

は

種

々

な

る

個

人

：の

欲

望

の 

强

度

-?
:
顧
深
す
る
：乙
ビ
が
必
喪
で
あ
'る
；が
、
此
测
定
は
.値
接
k
各

種

の

欲

望

を

：比

較

：す

る

こ

：
ど

^
依
っ
.：
て

之

を

行

； 

こ
ど
は
出

:*S
。

蓋

し

、_
1財

貨
^
對
す
る
、
相
異
な
れ
る
.個
人

の

欲

望

，
の

比

較

は
>
"其
間
に
何
等
か
.共
通

の

，標

雄

を 

求
^
て
_之
^
參
照
す
る
.の
で
：な
け
れ
ば
、
實
行
不
可
能
だ
か
ら
で
あ
る
€
い
ふ
。
然

.ら
ば
力
ッ
セ
ル
.は
何
^
依0'

て
. 

欲
：望

0

_
度
を
测
定
す
る
か
：ゼ
言
へ
ば
、
を
れ
に
；は
貨
幣
を
用
ひ
る
の
.で
：あ
，る

。
.此
^
於
：
て
：
か
：前

述

の
.如
&
不
合
理

S

■十

.at
卷

C 
ニ I!

九
七)

.'
慣
値
學
訊
舞
枳
諭
^
限
：界
效
)}
]
;现
.論
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な

假

定

が

生

れ.て
來
た
の
で
あ
る
';
0
:其
結
某
ど
.し
.

て
. ；

カ
ン
セ
^

ヤ

■*
る
'

W

知

::
^
つ
、
本
尙
ほ
且
：霄
要
を
ば
，

一

つ
の
數
*
购
觀
念
^
解
し
^
れ
以
上
^
之
を
分
析
す
る
Z
ビ
は
不
必
要 

で

あ

-5
^
主
賬
し
な
け
れ
ぱ
な
ら
ぬ
.破
目
^
陷

0
拍
の
で
あ
る
。
即
ち
力
、ツ
セ
十
は
ベ
丨
ム
*
バ
グ
；

ク
及
び
グ
ィ 

I
ザ
1
:の
所
說
を
參
照
し
つ
>
之
?:
攻
擊
し
て
0
<
'

『

人
々
は
實
^

I

P

12、
I 

^
等
ケ
の
數
を
以
て
效
用
を
表
現
し 

得
る
;0
而
^
て
此
等
0
數
は
^
づ
第

1
:
相̂

對

的

家

意

義

.?
:
'有
す
：る
_も
の
^
相
違
な
ぃ
で
あ
&
ぅ

>

併

し

此

等

の

數

.が
絕
衡
備
R
淀
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
か
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今
效
用
の

測
定
に
關
し
て
力
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セ
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：が
限
界
效
用
學
：說
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對

し

.て

下

し

た

非

難

の

點
?:
要
約
す
れ
ば
次
の
如
く
で 

あ
る
。
日

く

同一

個
人
の
種
々
な
る
欲
望
.の
直
接
の
比
較
並
^
测
定
も
、
將
.た
又
相
異
な
れ
る
個
人
間
の
.欲
望
の
直
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接
此
較
並
に
测
定
名
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^
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可
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で
あ
る
。
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を
行
ふ
爲
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の

共
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者
は
之
を
樹
立
し
て
居
ら
ぬ
し
又
樹
立
す
る
こ
ど
は
出
來
ぬ
ヒ
い
ふ
の
，で
あ
る
云
々
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欲
蘐
の
可
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性
^
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し
て
限
界
效
用
學
說
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對
し
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非
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戗
せ
る
も
の
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獨
み
カ
ッ
セ
ル
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み
^
北
玟
ら
ぬ
0
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例
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ば
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エ
ル
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ノ
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例
べ
ば
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ス
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ー
ガ
ル
ド
は
日
く『

使
用
價
値
は
、
主
觀
的
槪
念
ど
し
.て
全
然
個
人
的
な
ち
の
で
あ
る
。
各
個 

人
的
な
も
の
で
あ
る
。
各
個
人
は
何
れ
も
、
之
^
對
し
て
.獨
特
の
態
度
獨
特
の
見
解
を
持
っ
て
居
る
。
或
一
人
が
ー 

本
の
木
材
^
付
す
る
價
値
は
他
の
一
人
が
之
^
對
し
て
付
す
る
所
の
價
値
ど
は
全
く
相
違
し
得
る
も
の
で
あ
る
。
然 

も
單
R
之
れ
許
A
で
は
.な
い
。
同

一

人
に
取
っ
て
も
時
を
異
R
す
る
^
連
れ
.て
、

同

，一

の

財

貨

が

全
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1

っ
の
對
象
が
他
の
對
象
ょ
ぅ
も
四
分
の
一
倍
丈
け
餘
計
R

美
し
い
？
か
六
分
の 

1

倍
丈
け
餘
計
に
愛
ら
し
い
^
か
優
美
で
あ
る
ミ
か
い
ふ
こ
ど
は
出
來
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:其
場
々
々
で
問
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る
所
の
感 

情
欲
望
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等
の
總
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し
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シ

ヶ

ー

ッ
v

ク
は
必
ず
し
も
デ
ィ
ー
ッ
.
エ.
，
の
苒
生
產
费
說
k
賛
成
す
る
も
の
で
ば
無
'い
が
、
效
用
の
數
量
的
計 

,算
の
不
可
能
な
乙W
に
就
て
は
同
様
^
非
難
し
て
居
る
"
日
く『

人
は
常
然
此
要
素(

價
格
形
成
の
要
素—

筆
渚
註) 

の
鸾
'̂

も
將
た
又
其
上
^
築
き
，上
げ
ら
る
、
所
の
評
價
の
爲
に
も
假
定
せ
る
任
意
の
數
字
を
設
け
る
こ
ど
が
出
來
る
。
 

人

は

個

々

の

、王

體

が

個

々

の

交

換

財

に

對

し

一

定

办

價

値

を

認

め

る
t
w
,か

ら

出

幾

し

、

此

等

..の

往

意

に

選

定

せ

る 

大

5
ょ
6
し
て
勝
手
に
一
:定
の
結
果
を
算
定
す
る
之VJ

が
出
來
る
o
.併
し
な
が
ら
問
題
は
、
果
し
て
前
提
の
出
發
點 

が
正
し
い
か
否
か
ど
い
ふ
黯
^

*
る
。
何
ど
な
れ
ば
若
し
其
出
發
點
が
正
し
く
な
け
れ
ば
最
も
正
確
^
算
定
せ
ら
れ 

/2
る
其
結
果
も
詉
ど
爲
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
か
ら
で
あ
る
。
而
し
て
囊
R
述
べ
た
如
く
、
個
々
の
主
體
ば
一
定
の
！
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其
所
有
す
る
則
貨
及
び
所
有
せ
んW

努
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す

る
財
.貨
4
}ば
如
何
な
る
順
列
^
並
ベ
る
可
き
か
を
知
る
も
の
で
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る

^
い
ふ
こVJ

を
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す
る
こ
ど
が
出
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た
ぐし
し
て
も
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評
價
が
當
該
瞬
間
に
於
て
如
何
な
る
結
果
?:
年
；
ず

る

か 

ど
.

S

ふ
こ
ど
を
爾
餘
の
虫
體
も
：亦
知
る
こ
ど
が
出
來
厶VJ
信
ず
る
の
は
大
仏
る
誤
，-

CV

で
あ
る
。
價
値
の
主
觀
的
性
質 

の
把
釋
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' 此
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濟
の
核
心
^
對
し
て
、
そ
れ
は一

o ;
の
心
挪
•的
科
學c

coeelenwissensch
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で

あ

る

^

い

ふ

亊

赞

を
確
立
し
た
己
ど
は
正
し
く
斯
る
解
釋
の
詖
耍
な
る
意
義
の
存
す
る
所
で
あ
る
。
-

-
而
し
て
、
心
理
的
運
動
は
決

し
て
數
字
的
表
現
に
依
り
て
現
は
す
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來
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の
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は
效
用〕

の
可
测
性
忆
關
し
て
限
界
效
用
學
派
^
投

ぜ

ら

る

、
攻

擊

は

、
，：
斯

く

'
の

如

く

價

値

學

說

無

用

論 

の
立
：場
を
取
る
力
グ
セ
ベ
や

、
生
產
©
說
を
辯
護
す
る
デ
ィ
ー
ッ
ェ

：
,
其
他
の
學
漭
に
侬
つ
ズ1
齊

R
發
せ
ら
る
y 

所
で
あ
る
が
併
し
此
攻
擊
は
此
等
の
立
場
か
ら
す

る
も
の
許
A
で
は
無S

?

マ
ゾ
ダ
ク
ス
生
義
を
遵
奉
せ
.る
代
表
的
现 

論
家
ブ《

リ
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に
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つ
て
も
、
將

72
又
價
格
平
衡
學
說
を
唱
翦
す
る
ロ
ー
f V

ヌ
學
派
の
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袖
ヾ
ノ
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■丨
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R
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つ
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も
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樣
に
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難
が
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せ
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れ

て
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る

。
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ブ
、ノ
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ン
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«

ぽ

就

て『

ォ
ー
ス
タ
ァ
學
派
は
此
k
至
つ
て
、：

今
日
未
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狻
す
る
に
至
ら
ず
、
：將
來
ネ
亦
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復
せ
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で
あ
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値
評
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又
は
效
用
が
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不
可
能
な
る
0.
故

を

以

：て

、
’
»

濟

的

平

衡

を

決

定

す

る

方

程

式

の 

电
.に
之
を
取
入
れ
：る
.；

ビ

は

出

、來

ぬ

ビ

主

張

し

、
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限
界
效
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思
る
翁
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.：

へ
斯
の
如
く
各
方
而
ょ
ぅ
プ
様
^
限
界
效
用
理
論
に
對
し
て
發
せ
ら
る
、
非
雛
化
向
つ
て
該
效
用
學
派
は
如
何
^
答 

へ
て
艇
か
か
。’
此
答
_
を
明
に
す
る
乙
ど
は
、
確
^
價
値
論
^
關
す
を
紛
爭
^
解
決
す
る
の

1
:助
.？
爲
る
で
.あ
ら
ぅ
0 

人
R
ゆ
欲
望
が
测
定
し
#
る
が
否
か
ビS:

ふ
間
題
は
、
之
を
分
析
す
れ
ば
、
單
な
る
欲
望
.の
相
對
的
比
較
ビ
い
ふ 

i

、
,
も
れ
.の
絕
對
的
强
度
の
狐
定
S
い
ふ
こ
^

>
の
一
.一
つ
，に
分
け
る
K

が

出

來

る

。
.
そ

れ

か

ら

又

欲

望

の

圯 

»
又
：は

測

定

が

同.ー
入
^
就
て
言
は
る
、
場

合

c£
多
屬
人
間
忙
就
て
言
は
る
■>
場
合
S

R
分
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る
こ
ど
も
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る
の
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己
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l

欲

望

の

奮

性I

較
し
得
る
|

は
自
^

^

若
し
も
f

 

f
己
の 

欲
I

相
互
比
較
し
得
f

の
？

れ
ば
？
最

少

の

雪

I

v

f

s

l

l

f
ん
f

る
の
f

、
即
ち

O

l

s

s

2

i

«

®

^

n

5

l

0

^

i

故

裔

題

は

欲

望

.の

大

系

數

量

的

に

_

し

得

る

可

f

の
で
あ

る

S

や

、

相

異

な

^
^
^

の
此
較
が
可
能
で
.t

s
か
、
S

又
此
S

測
f

比

較

產

界

價

値

S

:
論

S

S

要

^

 ̂

d

s
歸
着
す
る
次
第
で
あ
る
。
.
f

而
し
て
、
此
I

於
て
、
ヵ

ッ

セ

f

答
へ

た

ク

ィ

ク

セ

ル

の

響

は

是

其

1

此
問
題
§
霧

|

森

る

。
日

く

『

零

の

？

な
る
欲
望
の
强
度
の
此
較
、

f

 

i

l

l
の 

比
較
は
、
童

同

.一
個
人
S

S

H
場

合

运

言

可

能

で

t

許
.4

f
恐
ら
く
、
日

重

活

こ

於

て

常

'こ

行

は

れ

て

. ®
る

で

あ

る

。
：
：
相
異
な
れ
i

々
、
l

異
？

S

情
の
下 

言
ふ
S

ぱ

霊

は

f

之

為

？

る
。
，他
人
同
S

間
の

I

s

度

の

屢

比

較
I

然
不
可
能
で
あ
る』

I

f
。

o 

M
L
m
M
i
s
A
^

の

麗

S

比

較

は

價

葉

I

S

S
不
必
S

I

2
る
。
s

i

m

i

ッ
；

S

幣
經
濟
の 

1 1
1
定
を
以
E

て
も
不
可
能
で
4
る
0
何

芸

れ

S

幣
其
物
が
旣
§

個
人
に
取
？

そ

れ

ぐ

s

?

s

欲
望
を
表
す」
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際
S

馳
せ
I

f

爲

S

ば
f

な
S

た
の
で
あ
る
。
所
謂
M
交
易
經
濟
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c
!
l
會
の 

下
£

け

る

價

蕖

成

を

雷

す

S

5

、
相
異
な
5

個
人
k

.

2 

S

5財
S

用
は
相
互
之
を
比
較
す

る
必
要
は
な
い
。
唯

：
同

一

個
人
^
取
つ
て
、

1

定
財
貨
ど
其
代
價
財VJ

の
相
對
的
重
要
性
が
問
題
ビ
爲
る
の
み
で 

あ
る
。
而
し
て
此
比
較
は
又
吾
々
の
0.
常
經
驗
し
て
居
る
，[=
|
明
な
事
柄
な
の
で
あ
る
。

u
J
f*三

.Knut Wickssell;Zur 

verteidigung: der 

Grensutzenlehre, 

.irn.Neitscllrift

a
r die ge

s
a
m
m
t
e s

p
a
t
s
w

-:ensch.aft 

s.

579, Jahrg.

01
7
, 

1900 ，

其
處
で
页
^
問
題
は
同
一
人
の
各
種
の
欲
望
は
量
的
に
定
め
得
る
か
何
う
か
、
又
之
が
價
格
形
成
問
題
の
爲
に
必 

要
で
あ
る
か
何
う
かv

j

い
ふ
乙
V
J
R爲
る
。

ベ
ー
ム
、V

ゥ
ェ
ル
ク
は
欲
望
の
測
定
又
は
测
定
^
類
す
る
こ
ど
が
實
行
し
得
る
も
の
ど
考
へ
て
居
る
様
で
あ
る
。
 

即
ち
氏
の
所
說
に
據
れ
ば
人
々
は
實
際
に
之
^
析
つ
て
居
る
も
の
で
、
' 吾
々
は
實
際
の
必
要
か
ら
之
を
行
は
ね
ば
な 

らg

の
で
あ
るw

い
ふ
。
例
へ
ば
或
物
品
を
購
入
す
る
に
際
し
て
-
〇
グ
ル
デ
ン
な
ら
ば
購
入
を
欲
せ
ぬ
が
ニ
五
グ 

ル
デ
ン
な
.ら
ば
買
入
れ
る
ど
い
ふ
乙
ど
が
あ
る
が
、
斯
樣
な
行
動
の
根
本
^
は
、
.當
該
財
貨
の
購
.入
に
依
0
て
其
人 

の
.受
.け
る
享
樂
は
、

一

ダ
ル
デ
ジ
に
依
つ
七
受
く
る
享
樂
ょ
6
も

ニ

十

五

倍

以

上

の

大

さ
?:
-
有

す

る

け

れ

ざ

も

三

十 

倍
を
越
え
る
も
.の
で
は
な
い
^
い
ふ
判
斷
が
存
在
し
て
居
る
の
で
め
る
o『

心
现
的
に
反
畨
を
爲
す
も
の
は
自
身
の
經 

驗
ょ
6
斯
樣
な
例
を
容
易
^
造
6
出
す
乙
ど
が
出
來
る
で
あ
ら
う』

§
五
1

0气
然
れ
ざ
も
此
推
斷
は
事
實一

つ
© 

疑
問
で
あ
ら
う
。
.吾
人
は
ノ
ィ
マ
ン
の
共
k
、
或
財
貨
が
他
の
或
財
貨
ょ
々
も
三
分
の
ー
倍
丈
け
餘
計
に
美
し
い
ど 

か
一
一
分
の
一
倍
丈
け
餘
計
に
愛
ら
し
い
な
ざ
ヾ」

い
ふ
乙
*
/

」

は
到
底
實
際
^
想
像
し
#
ら
れ
ぬ
ビ
信
ず
る
も
の
で
あ
る
。

.'跌
5/
1
:四
.
.
«0*
1
1
1
1
1
,
3
3
.
\
^

^

.
2
.
.
.
3
.
.

,0
5
.̂
?
2̂
.
.
.
.

:要
す
る
^
價
値
の
大
^
並
^
種
々
な
る
價
値
の
疋
.確
な
る
此
較
^
關
す
る
ベ
.丨
ム
の
所
說
は
實
際
上
仑
うS

ふ
風

.

第
二
十
五
卷(

一.四
〇
：1
1.

)

，
'
價
.値
學
說
無
用
¥」

限
界
效
用
 ̂

笫
九
‘號

1
5
1
1



.第『

一
十
艽
卷(I.

四
0

6

儇
値
歡
詆
無
：用
論
ぎ
阪
界
效

m
理
論 

，
瓦
四

k

f
れ
.て
居
る
の
で
あ
る
S

可
能
I

美

相

違

な

S

ビS

ふ
論
法
の
如
く
に
觀
取
せ
ら
れ
る
。
即

萬

ょ

欲 

望
の
數
最
的
此
較
の
可
能
を
ば
單
k
事
實
■

ベ
て
左
様
.確
信
す
る
f

外
に
說
明
の
道
を
見
出
し
得
な
H

 

塞

■

例
へ
ば
勞
働
最
の
方
が
限
界
效
用
ょ
A
も

1

層
芷
確
な
る
價
値
尺
度
を
爲
す
も
の
'で
あ
る
ビ
ぃ
ふ
デ
ィ 

丨

ッ

:ル
の
說
k
反
對
し
て
日
く
、『

縱
令
ひ
佘
が
X
C或
限
界
效
用
|

筆
者
課)

の
.大

系

何

の

位

で

あ

る

か

笔 

.て
知
らg

W

し
て
も
或
は
又
之
を
定
め
ん
.

VJ

す
る
努
力
を
拂
.はg

v

し
て
も
、
猶

ほ2
x

が

X
の
ニ
^
で
t

 4
x

 

は

■ぎ
の

ニ

^
丈
け
多S

ビS

ふ

i

丈
け
は
確
で
あ
る
。』

ハ
駄
五
六〕

ど
。
修
ふ
k
ベ
?
ム
は
效
用
の
斯
桊
玄
A
景
^

觀
察
I

s

g
の
如
4

へ

て

营

泛

で

あ

I

。
然

$
氏
は
限
界
效
S

評
定
S

的
な
客
観
的
精
確
-
を 

有
I

も
の
で
無
t

f

ば
、
限
界
效
用
論
者
_

息
見
し
て
居
る
t

で
|

|

言
し
て
居
る
。
氏

7>
說
こ

撥
れ
ば
、
併

し

そ

れ

は

萎

裏

映

す

f

:
裳

？

あ
る
。
實
際
k
於

て

響

て

行

：

a

れ
る
效
用e

計
算
は
誤
れ

る
§

評
定
の
說
明
^
、
而

し

て

正

し

は

}
し̂
I

値
評
定
S

明
6

S

?

あ
る
。
丫
 <

は
正
し

鼻

算

は

疋

し

高

値

評

定

の

說

明

に
、
而
し
て
'
誤

れ

る

計

算

は

誤

れ

る

價

値

評

定

の

說

明

这

は

言
つ
て
f

が
、

不
疋
確
な
る
許
算
は
不
正
確
な
る
價
値
評
定
の
說
明
に
役
立
つ
1

:言

つ

て

屈

ら

ぬ

屋

$
。
蓋
し
價
値
評
定
が
從

令
s

l

f

 

?
あ
f

し
て
も
、

價

値

評

定S

際
k

行
は
れ
る
I

し
て
は
、

兎
S

S

が

一

定
S

 

を
表

す
も
の>

J

觀
る
ょ

.

C
v

外
な
.い
か
ら
で
あ
ら
ぅ
。

f

は

此

還

の

解

決

を

、
キ

ミ

’

ぐ

r

デ
ラ
丨
の
所
謂
'る
，
計

量

及
S

雛
化
.(

Q

u

e

l

 F

o
b
j
e
k
t
i
v
i
e
r
u
n
g

〕

R

*

:§
〒
5

^

M

4

c

_

A

)

o

■:

/
.註
.■五
七
：E. Lederer; Aufriss der skonomischenHileorie/. I93I.

惟
ふ
^
、
吾
人
の
主
觀
的
評
價
が
羅
竟
單
な
る
感
情
で
あ
る
以
上
其
ニ
つ
が
他
の
一
つ
^
比
べ
て
何
倍
の
大
3
を 

有
す
る
か
ど
い
ふ
が
如
き
表
現
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
。
併
し
吾
々
は
之
を
比
較
す
る
は
出
來
る
。

m

k
ニ
つ 

.の

.財
貨
の
效
用
に
就
て
許
A
で
な
く
、
多
數
の
效
用
に
就
て
も
之
を
段
階
付
け
る
こW.

が
出
來
る
，で
あ
ら
ぅ
。
吾
 々

”は
.欲
望
の
强
度
を
豫
め
數
量
的
^
比
較
表
現
し
得
5
ど
い
ふ
こ
ど
が
、
數
量
的
觀
念
た
る
價
格
の
形
成
を
說
明
す
る 

爲

R
障
#
に
爲
る
ビ
は
考
.へg

。

例
へ
.ば
或
色
の
濃
さ
は
比
較
し
#
る
け
れ
•ざ
も
其
濃
度
を
直
接
は
比
較
し
得
て
も
、
 

之
を
測
定
す
る
z
S

は
出
來
ぬ
け
れV

V
7
P

吾
々
は
其
顔
料
が1

定
量
の
溶
液
に
溶
解
^
る
ぐ
分
最

R
依
つ
て
其
濃
度 

を
客
觀
的
^
言
ひ
表
す
こ
ど
が
出
來
る
：。
之
に
依
つ
て
菩
人
.は
ヤ
1
他

5.
1倍
の
濃
さ
を
持
つ
^
言
ふ
も
決
し
て
其 

濃
膨
そ
の
も
の
を
比
較
し
て
斯
く
の
如
く
客
觀
的
^
言
ふ
の
で
は
無
く
"
唯
、
顏
料
の
分
量
に
據
6
て
さ
ぅ
言
ひ
得 

る
に
過
ぎ
ぬ
。
菩
人
は
經
驗
に
依
.つ
て
幾
何
の
顔
料
を一

定
量
の
溶
液
に
镕
か
せ
ば
或
.濃
度
を
表
す
か
を
知
6
得
る 

め
で
あ
る
。

:
;:
.

•

之
ビ
同
樣
ド
成
財
貨
に
對
す
る
苔
ナ
の
欲
望
の
强
度
も
夂
他
の
竑
财
貨
^
の
關
係
^
依
つ
て
初
て
之
を
客
觀
的

 ̂

.表
現
し
#
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
吾
々
の
欲
望
は「

交
換」

行
爲
ど
い
ふ
こ
ヾ」

-̂
依

つ

て

客

觀

化

せ

ら

，る

、 

の
で
あ
る
。

ベ
ー
ム
は
一
觉
數
量
の
財
貨
を
交
.換
す
る
爲
に
は
、
豫
め
之
k
對

す

る

主

觀

的

評

偾

が

數

景

；
的

に

定

爻 

つ
て
居
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
ど
考
べ
た
o
然
も
氏
は
之
が
證
明
を
事
實
に
訴
へ
る
の
み
で
あ
つ
た
。
吾
人
?:
以
て
觀
れ 

ば
、
寧
ろ
或
財
^
或
財
ビ
が
交
換
せ
ら
る
、
こ
ど
に
依
つ
て
其
交
換
ビ
同
時
に
價
値
評
偾
の
客
觀
化
が
行
ば
る
、
の

第
二
十M

卷

フ

1
四
0
五〕

價
侦
學
說
無
用
論w

限
界
效
用
观
論 

_
九

號

ー

五

五



I

l

l

m

l

l

.
 

1

5
 ニ

.十 

\
v c\ 

r
u 

齊

毅̂

I

五
六

明
し
I

が

よ

い

產

ふ

。
換
言
す
れ
I

値

評

定

は

交

換

難 

せg

の
で
あ
る
。
例
へ
S

人
が
漠
然
I

包
よ
1

肉

を

：得

ん

：乙I

欲

し
I

る
場
合
C
奢

{

、
場

合
S

欲

望

の

屋

の

客

觀

化.

S
時
s

、s

s
問

題

は
f

容
#

實

行

せ

ら

れ

る

。

菩

人
I

肉
S

 

し

て
I

I
刺

ひ

し

て

五

十

錢I

拂

古

し

て

も

尙

ほ

前

者

海

す

る

欲

望

が

後

者

に

比

^

て

^
舍 

る

欲
^

^

f

に

そ

れ
1

し

て
I

の
l

i

i

f

居

る

の

で

無

く

、

唯

威

化

せ

ら

れ

た
 

'泰

n

k

依

っ

て

の

み

斯

く

言

ふ
S

ぎ

な
S

で

あ

る

。

レ
，
デ

ラ

，

2

日

へ

る
如

く

『

i

1

營

ら

g

る

交

擎
f

し

て

の

貨

幣

寧

：•は
、

盡

的

價

値

評

定

のI

っ

H

對

し

て
I 

I

蕭

責

へ

羞

I

。

裳

倉

々

S

蕭

l

i

t

あ

っ

て

、

.:
•そ

れ

が

主

観

的

意I

根
g

t

解

放
f

れ

、

具
1

1

1

1
換

關

係 

奮

經

濟

の

世

界
S

:
て

有

效5
.
0

得g

の

で

あ

る

。

此

交

奐
s

l

f

八

t

も

頻

繁

且

っS

畜

I

f

。

靈

f

 
t

g

f

l

f

 

む

U

依

, ?
f

i

t

の

で

ぁ

る

。
.
,れ

は

最

早

ゃ

明

，

豪

行

？

は

りU

定 

u

s

f
依

然

一

っ

の

意

識

行

動
S

I

な

い

が

、

併

し

此

主

觀

的

價

値

|

よ

そ

れ

以

き

-

現
I

で
I

f

れ

單

純

化

せ

ら

れg

で
I

。

翁

換
は

、

交
#

^

t
、

又
m

m f
u

 

I

し
|

の

人

間
l

i

l

l

t

の

で

あ

る

」
I

?

誉

又

f

l

i

註
五
九
'
 wmile L

e

crrer; 

p 

»
. 

o 

g. 

M
3
.

ベ
ー
ム
の
誤
う
は
欲
S
が
測
定
し
得
べ
さ
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
g

s
斷
定
し
た
其
出
#

®
に
あ
る
。
問
題
は
シ
エ 

丨

ン

フH

ル
ド
の
言
ふ
が
如
く
欲
望
は
測
定
し
得
べ
き
や
否
や
k
在
る
の
で
は
無
く
、
欲
望
の
测
定
が
吾
人
の
經
濟 

行
爲
の
爲
に
必
要
な
6
や
否
や
に
在
る
の
で
あ
る
S
六
S
。
而
し
て
之
に
對
す
る
答
は
常
然「

吾
々
は
實
際
に
を
れ 

を
测
定
し
て
居
らg

し
？
又
測
定
を
必
要
ど
.せ
ぬ」

^
い
ふM

ど
で
あ
ら
う
。

訪
六 

o s. Leo Sch5nfdd; GreBznutzs

.
 und wirtsdlaftsrechncn? X. und II. Teil s. 

14.

メ
ゾ
ガ
ー
•
ベ
ー

ム
及
び
ゥ
J

1
ザ
ー
等
、
限
界
效
用
理
論
の
創
立
苕VJ

も
認
め
ら
る
可
き
人
々
は
欲
望
の
測
定 

の
可
能
を
主
張
し
て
居
る
が
、
筆
者
は
之
を
否
定
す
' る
こ
ど
を
以
て
同
理
論
に
取
つ
て
踅
大
な
る
修
正
ど
は
考
へ 

ぬC

註

六

此

修

正

に

依

つ

て

も

、
價
値
評
定
は
依
然
^
し
て
價
格
形
成
の
某
礎
を
爲
す
も
の
ど
認
め
得
る
の
で
あ 

る
。

註
六
一
波
多
野
皿
氏
笮
價
値
學
說
I
し
笫
ニ
卷
に
依
れ
ば
、
斯
る
修
正
はr 
メ
シ
ガ
ー
，
ゥ
ィ
ザ
ー

7J
C
び
ボ
エ
ー
ム
•
*ハ
ヴ
工
ル
ヶ
の
现
_

の
曲 

歪
即
ち
そ
の
极
本
的
修
把
を
意
味
せ
ず
に
お
か
ぬ
で
.あ
ら
う
^
言
.つ
て
^
る
0(

同
‘書」

.九

.
I
.
M

) 

/

以
上
に
依
つ
.て
吾
々
は
> 
ッ
セ
沪
其
他
の
諸
學
者S.

說
け
る
欲
望
の
可
测
性
R
關
す
る
議
論
が
決
し
て
限
界
效
用 

學
派
に
取
つ
て
致
命
的
な
も
の
で
無
ぃ
こV

を
明
k
し
得
たW

信
ず
る
。
®
々
は
力
ッ
セ
グ
の
價
値
學
說
無
用
論
其 

物
こ
仑
寧
ろ
無
用
で
あ
る
£
1日
ふ
：
：

ど

が

出

來

る

で

あ

.ら
う
。.
吾
々
は
次
に
不
办
悪
な
る
價
値
學
說
無
用
論
を
說
け 

る
力
ッ
セ
^
が
如
何
k
限
界
效
用
理
論
を
曲
解
し
た
か
を
明
に
し
、
氏
の
價
格
形
成
論
の
爲
k
は

寧

ろ

砠

双

效

用

理 

論
の
必
要
な
る
次
第
を
論
じ
て
論
文
?:
終
へ
や
う
ミ
思
ふ
。.

第
二
十
芄
卷C

1

四
o
七)

價
値
學
說
無
用
論
^
限
'界
效
用
现
論 

笫

九

號

一
五
セ



一

四
雪

 

，

I

 

I

f

l

づ

限

界

效

用

カ

ッ

セ

ル

の

言

I

接
に
引
岡 

す

れ

ば『
限
界
效
用
理
論
は
霞
の
心

f

ば
抽
象
的
な
數
學
的
形
式
£

制
的
.益

立

て

た
も
の
で

あ

る

。

一

M 

の

食

蒙

足

の「
效
用j

は
數
學
的
錄
價
し
得
る
名
の
ど
看
做
さ
れ
て
居
る
.
‘:;』

霉

5

ビ

°
W
樣
な
杭
J

 

 ̂

し
て
限
界
效
用
I

を

S

S

釋
せ
f

の
で
5

1

は
、
上
述
せ
る
所
s

?

l

f

f
0r
J:
J

B

I
昼
證

I

贏

l

s

、
k

t昼

I

星
靈

®

塞

|

ど
；:

る

I

の
I

で
.
t

l

s
無
意
味
で
あ
る』

C
I

D
'

言

S

は
.又『

所
5

1

效
用

^

く

問

S

の
未
知
數
2

ベ
i

の
で
あ
る
か
ら
、
價
格
說
明
の
根
據
£

て
限
界
效
用
を
S

す
る

i

は
明 

S

直

で

f

l

.

s
 

Sふ
。
如
ち
氏
の
所
說
£

£

限
界
效
用
S

つ
て
I

S

I

Q
で
ょ
^
く 

み
反
對
k
限
界
效
用
が
價
格
に
依
つ
.て
.定
.爻
る
の
で
あ
る
i

ハ
S
9
; 

.

龍 i

ハ
 
ニ 

cassersozial

OJkonom, s. 68. 
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s
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,

K

I到
論
は
、
決
し
て
、
ヵ
ッ
セ
广
の
言
ふ
樣

S

格

又

は

徵

値

の

決

定

廣

■

観
的
原
因
の
，みc

,
l

す
 

る
も
の
で
は
な
い
。
同

.S
は

「

方

k
於
て
は
人
間
の
欲

f

s
ふ

主

觀

的

塵

警

他

方

枝

於

で

.翁

塞

I
 

し
て
稀
少
な
る

I

の
存
在
？

い
ふ
容
觀
的
の
事
實
ど
の
此
ー
一
つ
よ
み
出
發
す
る
、
財

貨

の

價

直

I

觀

的

Z

■客
觀
的
の
.此
兩
事
實
ょ
6
生
ず
る
.所
の
限
界
效
用
^1.

依
つV

定
爻
る
ビ
3
れ
る
.の
で
あ
る
。
故
^
限
界
效
用
な
る
槪 

念
は
其
中
に
主
Iw
g
嬰
素VJ

客
觀
的
要
素yj

を
包
含
す
る
も
の
で
あ
る
。
而
し
て
任
意
R

#
生
產
し
得
る
財
貨
R
在 

.つ
て
は
、
其
存
在
量
は
一
定
せ
る
も
の
^
見
る
譯
R
行
か
ね
の
で
、
玆
に
生
產
費
用
が
價
値
決
定
^
對
し
て
爾
大
な 

る
影
響
を
及
ぼ
す
こ
:̂

を
認
む
る
の
で
.あ
る
。
併
し
限
界
效
用
理
論
；̂
據
れ
ば
生
.產
费
用
は
價
値
決
定
に
對
し
て
取 

^
中
間
的
の
原
因
た
る
^
過
ぎ
ぬ
。.
生
產
费
用
を
構
成
す
る
も
の
は
根
本
的
生
產
手
段
の
價
値
で
あ
る
が
、
其
價
値 

は
畢
竟
す
る
^
該
手
段
の
存
在
量
ど
、
之
^
依
つ
て
生
產
S
れ
た
る
生
産
物
?:
通
じ
て
現
は
^
る
、
所
の
、
生
產
手 

段
^
對
す
る
需
要
^
に
依
つ
て
決
定
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。
此
黯
は
、
生
產
費
說
を
主
張
す
る
人
々
ど
の
間
に
激
し 

ぃ
論
举
の
存
す
る
所
で
あ
る
が
、
今
ヵ
ッ
セ
\

の
み
に
就
て
.之
を
觀
れ
ば
、
氏
は
生
產
费
用
に
對
し
て
、
全
く
限
界
效 

用
論
者
ど
同
様
な
役
割
を
認
め
て
居
る
。
即
ち
氏
は
自
己
の
®
用
槪
念
を
マ
ー
ゾ
ャ
ぐ
の
そ
れVJ

比
較
し
て
日
く『

マ 

丨
シ
ャ
ル
の
見
解

^
依
つ
て
表
は
5
る

、
所
の
費
用
は
、
本
質
上
|
つ
の
個
人
的
給
付 

一0

の
努
力
、
賠
償
3
れ
ね 

ば
な
ら
ぬ
所
の
一
づ
の
犠
牲
で
あ
る
：
：
。
之
に
反
し
佘
妃
在
つ
て
は
费
用
の
槪
念
は
價
格
形
成
過
程
の
結
朵vj

し 

て
の
純
容
觀
的
な
槪
念
で
あ
る
。
此
費
用
槪
念
の
爲
k
は
.唯

-
生
産
手
段
の
拂
底v

j
S

ふ
乙
ど
丈
け
が
根
本
的
な
前 

提
で
あ
る
。
へ
價
格
は
此
拂
底
の
上
に
依
存
す
る
こ
ど
を
の
み
要
す
る
の
で
あ
0
.て
、
決
し
て
當
該
生
產
手
段
.の
供
給 

の
條
件
ビ
解
す
ベ
^
も
の
で
は
な
い』

r

註
六
六)

ど
。

註
六
六
'pssel a. 

p
. 

o. 

s. 
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之
に
侬
つ
て
觀
れ
ば
、
力
ッ
セ

^
の
费
用
槪
念
は
結
局
生
產
手
段
の
稀
少
性
^
人
間
の
欲
望VJ

に
求
め
ら
れ
る

乙 

S
が
明
で
あ
る
。
：
而
し

rr
:
其
概
念
は
限
界
效
用
理
論
?:
-以
て
言
a
表
は
せ
ば
、

JE
R
生
産
手
段
の
限
界
效
用V

J
S

ふ
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+
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效
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は
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f
る』

，
i

張
す
4

據
は
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の

で

あ
 

M
人
の
觀
る
所
で
は
其
論
據
は
同
氏
の
價
格
衡
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論
義
る
の
で
あ
る
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即
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の
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£

れ
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な

決
定
原
f

し
て
の
限
界
效
用
、
即
ち
其
存
在
f

之
S

す
る
1

^

爾
^

^

1

1
の
最
1

接
I

で
あ
る
。
此T

I

つ
の
賈
I

定

1

-

、

^

 

f

 

l

l

f

の
關
係
を
否
定
す
る
.も
の
で
は
5

か
ら

U

 

. 一
？

I

汉
f

 

Pは

.
一

つ

ぐ

£

貨

S

て
觀
る
I

ば
依
然

£

て
最
|

|

圓
|

 

f

囚

f
る
の
|

2

も
の
で
は
無
い
か
ら
で
あ
る
。一「

爾

餘

のI,

切
の
財
貨
の
價
格
狀
態」

太
®

；
^

4

格

ぼ

I

蒙

が

、
そ
れ
は
限
界
效
用
|

 I

層
間 

I

V 

§
l

s

效
用
論
f

含

ォ

知

了

言

所

で

ぁ

つ

I

f
 
a

M

H

法
則
^
依
つ
て
"r

つ
の
事
情
を
價
値
の
根
據
ど
じ
て
指
摘
せ
ん
？
す
る
な
ら
ぼ
、：

そ

れ

は

、

唯

へ

人

が

、
，
財

貨

の 

價
値
に
影
響
を
及
す
殆
ざ
來
て
し
な
さ
因
果
の
連
鎖
.の
中
か
ら
最
後
の
影
響
を
與
へ
る
所
の
#
に
.目
立
ち
た
る
中
間 

の
鎖
を
拔
さ
出
す
の
で
あ
る
^%

ふ
意
味
を
#*
つ
に
過
ぎ
ぬ』

g
六
$

1
一
日
ひ
、

斯

く

の

如

き

中

間

の

鎖

を

限

界

效 

用
^
求
め
て
居
る
の
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
限
界
效
用
^
於
て
、「

吾
々
は——

趣
味
、
流
行
、
：生
產
條
件
其
他——

間
接
^
價
値

^
影
響
す
る
あ
ら
ゆ
る
祺
雜
な
る
事
情
の
作
用
を
ば
最
後
^
一

®

k
集
積
せ
し
む
る
の
で
あ
る
。
:
.
L
.

■'
 

' 

' 
•
'
-

併
し
若
し
菩
々
が
尙一

步
溯
る
な
ら
ば
吾
々
は
最
皁
や
一
.つ
：き
6
で
な
く
ー
|
つ
の
：.價
値
決
定
原
因——

需
要
ど
存
在 

量
.

——

を
擧
げ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
而
し
て
.猶
ほ
觅
に
溯
る
な
ら
ば
吾
々
は
恐
ら
.く
ナ
、
_ ニ
十

或

は

數

：百

の

相

協

力

す

る

價
値
決
定
原
因
を
見
る
で
あ
ら
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か
る
が
故
^
己
そ
力
ク

セ
ル
自
身
も
亦
價
格
決
定
の
原
_
ど
し
七
、
ー
5

の

主

觀

的

原

因

並

^

客

觀
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原
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擧

I
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ぅ
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，
；

：

：
'
:'
.

尙
ほ
最
後
^
附
加
ふ
べ
さ
乙
ど
は
、
ヵ
ッ
.セ
\
の
相
旅
形
式
の
說
明
方
进
：で
あ
る
。
氏
は
：價
格
の：

社
會
經
濟
的
職 

分
ど
し
て
、
價
格
が
拂
底
の
原
則
^
依

つ

て

需

要

を

制

限

：す

べ

&
こ
ミ
を
言
0
:て
居
る
0
.之
に
依
る
ど
一
財
貨
に
對 

す
る
需
要
は
價
格
R
侬

つ

て

存

在

量
ど

「

致

せ

しめ
ら

.る
ゝ

k
M.
る
。：

換
言
す
れ
ば
•價
格
が
如
何
な
る
範
圓
ま
で
需 

要
を
滿
す
べ
さ
か
?:
決
定
す
る
、
即
ち
限
界
需
要
は
惯
格
^
依
つ
て
定
玟
る
の
で
あ
る
ど
。
併
し
此
論
®
は
力
ッ
セ 

ル
獨
特
の
說
叨
方
法
に
菽
く
も
の
で
あ
ら
ぅ
。
需
要
ど
供
給
ミ

が一

致
す
る
所

に

價

格

は

定

•文

る

ど

い

ふ

見
地
か
ら 
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一
六
ニ

說
明
を
施
せ
ば
限
界
效
用
が
價
袼
を
決
定
す
る
ど
い
ふ
論
理
^
進
ん
で
行
く
で
あ
ら
ぅ
。

咁
屉
觀
之
、
力
ッ
セ
ル
の
價
格
形
成
論
は
殆
ざ
全
く
限
界
效
用
跸
論
^
侬
る
價
格
の
說
明
ヾ
し
同
一
の
論
法
を
取
る 

も
の
ど
い
ふ
乙
ど
が
出
來
る

°
唯

'-
<
氏
は
限
界
效
用
理
論
^
對
し
ロ
家
の
誤
解
妃
迦
い
て
之
を
非
雛
し
之
を
排
斥
し 

て
結
局
全
く
慮
構
な
假
設
の
上
に
立
つ
偾
格
論
を
展
開
し
た
の
で
あ
る
。
若
し
氏
の
愤
格
論
を
し
て
根
®
あ
る
も
の 

爲
ら
し
め
ん
ど
欲
す
る
な
ら
ば
、
吾
人
は
當
然
之
^
偾
値
論
を
補
充
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
若
し
價
値
論
を
補
充
す
る
ビ 

す
れ
ば
、
を
れ
が
限
界
效
用
理
論
以
外
の
も
の
で
あ
り
得
ぬ
乙
^
は
、
氏
の
經
濟
學
の
出
發
黯
R
關
す
る
前
提
ょ
ぅ 

觀
る
も
將
た
又
氏
の
價
格
形
成
論
の
歸
結
よ
-

cs

觀
る
も
共
^
明
白
に
推
察
せ
ら
る
y所
で
あ
ら
う
。
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